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1 総　合

第６０２９号

日系シェア減退見通し　
香港ベイエリア計画、公表へ　
海洋プラごみに有害細菌
玄海２号機、廃炉を決定
マリナーズ菊池が始動　
みなみ十字　
じゃらんじゃらん　
「海を駆ける」きょう封切り
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着物とヒジャブのお
しゃれを楽しむ。そ
んな流れが日本を訪
れるムスリムの外国
人観光客の間で広ま
りつつある＝京都着
物レンタル夢館提供

「企業戦略最前線」
は富士電機。2011
年に設立した現地法
人、富士電機インド
ネシア社長の栗田哲
郎さんに話を聞いた
＝平野慧

為　替（13日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝127万1500ルピア
１ドル＝1万4025ルピア

１万円＝123万2300ルピア
（前日比、4500ルピア高）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（13日）

21,144.48
280.27  

日経平均
6,419.12

-7.21

インドネシア
25,425.76

372.65 

NYダウ（12日）

1.34% -0.11% 1.49%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3740ルピア
（同、50ルピア高）

１ドル＝110.68～69円
（同、0.07円安）

2019年（平成31年）
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２月14日
木曜日

三菱UFJ銀T.T.B

　
民
間
調
査
機
関
社
会
経
済
開

発
研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）

が
ま
と
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
二
輪

タ
ク
シ
ー
（
オ
ジ
ェ
ッ
ク
・
オ

ン
ラ
イ
ン
）
に
関
す
る
意
向
調

査
で
、
運
賃
が
上
が
っ
た
場

合
、
利
用
を
控
え
る
と
答
え
た

人
が
71
・
12
％
に
上
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
運
輸
省
が
策
定
を

進
め
て
い
る
大
臣
令
で
は
運
賃

の
上
下
限
設
定
が
盛
り
込
ま
れ

る
見
通
し
で
、
下
限
は
現
在
の

１
キ
ロ
当
た
り
２
２
０
０
ル
ピ

ア
か
ら
同
３
１
０
０
〜
３
５
０

０
ル
ピ
ア
と
な
る
地
域
も
あ

る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。

　
調
査
は
、
利
用
者
２
０
０
１

人
を
対
象
に
国
内
10
州
で
実
施

し
た
。

　
現
状
の
運
賃
が
適
当
と
答
え

た
の
は
45
・
83
％
。
値
上
げ
に

よ
る
１
日
の
追
加
支
出
が
５
千

ル
ピ
ア
に
収
ま
れ
ば
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
答
え
た
の
は
48
・
13

％
。
値
上
げ
反
対
派
は
22
・
99

％
だ
っ
た
。

　
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
調
査

リ
ー
ダ
ー
の
ル
マ
イ
ヤ
・
バ
ト

ゥ
バ
ラ
氏
は
、
利
用
者
は
１
日

平
均
８
・
８
キ
ロ
を
移
動
す
る

と
説
明
。
１
度
も
利
用
経
験
が

な
い
人
は
８
・
85
％
。
自
家
用

車
を
週
に
１
回
以
上
利
用
す
る

人
は
72
・
52
％
に
上
っ
た
。

　
ル
マ
イ
ヤ
氏
は
、
下
限
が
９

０
０
ル
ピ
ア
上
が
れ
ば
、
１
日

７
９
２
０
ル
ピ
ア
追
加
で
運
賃

を
支
払
う
計
算
に
な
り
「
運
転

手
か
ら
も
客
が
減
る
と
反
発
が

上
が
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
指

摘
。
値
上
げ
で
81
％
が
自
家
用

車
に
乗
り
換
え
た
い
意
向
を
示

し
た
と
い
う
。

　
運
輸
省
は
、
運
転
手
と
利
用

者
の
保
護
を
目
的
に
運
賃
設
定

や
運
転
手
の
罰
則
規
定
、
待
機

所
の
設
置
な
ど
を
大
臣
令
に
盛

り
込
む
考
え
。
陸
運
総
局
の
ア

フ
マ
ド
・
ヤ
ニ
局
長
は
「
１
キ

ロ
３
１
０
０
ル
ピ
ア
に
な
る
の

は
ジ
ャ
カ
ル
タ
だ
け
だ
」
と
述

べ
、
先
に
大
臣
令
で
規
制
さ
れ

た
四
輪
タ
ク
シ
ー
同
様
、
地
域

ご
と
に
上
下
限
を
設
定
す
る
姿

勢
を
強
調
し
た
。

　
一
方
で
、
二
輪
車
運
動
組
合

（
ガ
ル
ダ
）
の
イ
グ
ン
・
ウ
ィ

チ
ャ
ク
ソ
ノ
代
表
は
、
値
上
げ

を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し
、
利

用
者
離
れ
を
見
越
し
て
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
ゴ
ジ
ェ
ッ
ク
や
グ

ラ
ブ
に
「
利
用
者
の
負
担
を
減

ら
す
補
助
金
の
よ
う
な
仕
組
み

を
取
り
入
れ
、
他
の
交
通
機
関

に
移
行
し
な
い
よ
う
歯
止
め
を

か
け
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。        
（
中
島
昭
浩
）

運
賃
値
上
げ
は
集
客
減

民
間
調
査  

オ
ン
ラ
イ
ン
二
輪
タ
ク
シ
ー

　
立
命
館
大
学
国
際
関
係
学
部
の
本
名
純
教
授
は
13
日
、
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
主
催
の
経
済
講
演
会
で
、

約
５
０
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
４
月
に
迫
っ
た
大
統
領
選

の
展
望
を
語
っ
た
。
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
）
大
統
領
に
つ
い
て
「
再
選
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
か
つ
て
の
「
庶
民
派
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て

の
魅
力
は
薄
れ
、
支
持
者
が
「
幻
滅
」
し
て
い
る
現
状
を
指

摘
。
今
回
の
選
挙
で
は
「
白
票
や
無
効
票
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
」
と
分
析
し
た
。

（
木
村
綾
、
写
真
も
、
２
面
に
関
連
）

本
名
純
教
授   

大
統
領
選
展
望

「庶民派リーダーに幻滅」
ジョコウィ支持者「白票」も

　
大
統
領
選
は
２
０
１
４
年
の

前
回
選
と
同
じ
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

氏
と
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
氏
に
よ
る
一

騎
打
ち
。
エ
リ
ー
ト
軍
人
だ
っ

た
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
氏
は
前
回
、

「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
売
り
に

「
庶
民
派
リ
ー
ダ
ー
」
ジ
ョ
コ

ウ
ィ
氏
に
挑
ん
だ
が
、
大
統
領

と
し
て
４
年
強
の
実
績
が
あ

る
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
相

手
に
再
び
同
じ
戦
い

方
は
で
き
な
い
と
し

た
。

　
そ
こ
で
プ
ラ
ボ
ウ

ォ
陣
営
が
目
を
付
け

た
の
が
イ
ス
ラ
ム
の

「
保
守
化
」
。
イ
ス

ラ
ム
擁
護
戦
線
（
Ｆ

Ｐ
Ｉ
）
に
代
表
さ
れ

る
保
守
勢
力
は
、
17

年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
特

別
州
知
事
選
で
華

人
・
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
ア
ホ
ッ
ク
氏
を
敗

北
さ
せ
た
こ
と
で
勢

い
づ
き
、
異
教
徒
の
ア
ホ
ッ
ク

氏
を
支
持
す
る
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏

の
交
代
を
主
張
。
こ
の
勢
力
が

今
回
の
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
組
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
軸
に
な
っ
て
い
る

と
見
る
。

　
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
は
４
年
間
最

優
先
で
取
り
組
ん
で
き
た
イ
ン

フ
ラ
開
発
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
が
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
陣
営
は

「
外
資
依
存
」
「
外
国
勢
力
の

真
の
狙
い
は
イ
ス
ラ
ム
弱
体

化
」
と
い
っ
た
「
陰
謀
説
」
で

こ
れ
を
批
判
。
「
愛
国
主
義
」

や
「
イ
ス
ラ
ム
」
を
持
ち
出
し

支
持
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

■
縮
ま
ら
な
い
差

　
こ
う
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
中
、
主
要
な
世
論
調
査

で
は
昨
年
９
月
の
選
挙
戦
開
始

以
来
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
組
が
50
〜
54

％
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
組
が
30
〜
35

％
の
支
持
率
を
維
持
し
、
差
が

縮
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
着

目
。
両
陣
営
共
に
「
ア
ピ
ー
ル

が
有
権
者
に
響
い
て
い
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

　
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
陣
営
は
「
イ
ス

ラ
ム
勢
力
に
よ
る
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

攻
撃
の
防
波
堤
」
と
し
て
宗
教

指
導
者
の
マ
ア
ル
フ
・
ア
ミ
ン

氏
を
副
大
統
領
候
補
に
起
用

し
、
エ
リ
ッ
ク
・
ト
ヒ
ル
氏

（
マ
ハ
カ
グ
ル
ー
プ
）
、
ハ
リ

ー
・
タ
ヌ
氏
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
）
、
ス
ル
ヤ
・
パ
ロ
氏
（
メ

デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）
ら
有
力
メ

デ
ィ
ア
の
所
有
者
を
陣
営
に
迎

え
入
れ
る
な
ど
、
「
イ
ス
ラ

ム
」
や
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
取
り

込
み
を
重
視
し
て
い
る
。
だ
が

こ
う
し
た
対
策
は
「
囲
い
込
み

戦
略
」
に
過
ぎ
ず
、
「
浮
動
票

の
有
権
者
に
響
く
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
軽
視
し
て
い
る
」
と
分
析

す
る
。

　
一
方
の
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
陣
営

も
、
前
回
よ
り
も
約
半
年
も
長

い
選
挙
戦
の
資
金
集
め
に
苦
戦

し
た
結
果
、
「
強
い
地
盤
で
あ

る
イ
ス
ラ
ム
保
守
勢
力
だ
け
に

訴
え
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

■「
架
空
候
補
」の
意
味

　
ま
た
、
「
14
年
の
選
挙
で
ジ

ョ
コ
ウ
ィ
に
期
待
し
た
支
持
者

の
多
く
が
幻
滅
を
感
じ
て
い

る
」
と
も
言
及
。
家
具
屋
出
身

の
「
庶
民
派
リ
ー
ダ
ー
」
と
し

て
台
頭
し
た
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
の

支
持
者
に
は
無
党
派
層
が
多
か

っ
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
伴

う
強
制
立
ち
退
き
や
、
ア
ホ
ッ

ク
氏
を
失
脚
さ
せ
た
張
本
人
で

あ
る
マ
ア
ル
フ
氏
の
起
用
、
少

数
派
迫
害
に
目
を
つ
ぶ
っ
た
こ

と
な
ど
に
幻
滅
し
、
「
白
票
・

無
効
票
を
投
じ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
」
と
し
た
。

　
実
際
に
、
今
回
の
選
挙
戦
で

は
「
３
組
目
」
の
候
補
と
し
て

「
デ
ィ
ル
ド
組
」
な
る
架
空
候

補
が
出
現
、
ネ
ッ
ト
上
で
話
題

を
集
め
て
い
る
。
「
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
も
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
も
嫌
」
と
い

講
演
す
る
本
名
教
授

　
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統
領
は
13

日
、
コ
フ
ィ
フ
ァ
・
イ
ン
ダ

ル
・
パ
ラ
ワ
ン
サ
前
社
会
相

（
53
）
を
東
ジ
ャ
ワ
州
の
新
知

事
に
任
命
し
た
。
副
知
事
に
は

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
出
身
の
知
日
派
、

エ
ミ
ル
・
ダ
ル
ダ
ッ
ク
前
ト
レ

ン
ガ
レ
ッ
ク
県
知
事
（
34
）
が

就
任
し
た
。
任
期
は
２
０
２
４

年
ま
で
。

　
コ
フ
ィ
フ
ァ
氏
は
18
年
１

月
、
州
知
事
選
出
馬
を
機
に
社

会
相
を
辞
任
し
、
同
年
６
月
の

州
知
事
選
で
現
職
副
知
事
だ
っ

た
サ
イ
フ
ラ
・
ユ
ス
フ
氏
相
手

に
勝
利
。
今
回
の
大
統
領
選
で

は
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
を
支
持
し
て

い
る
。
国
内
最
大
の
イ
ス
ラ
ム

団
体
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ー
ル
・
ウ
ラ

コ
フ
ィ
フ
ァ
知
事
が
就
任

東
ジ
ャ
ワ
州

き
返
し
て
い
た
こ
と
が
13
日
、

ラ
イ
オ
ン
エ
ア
へ
の
取
材
で
わ

か
っ
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
エ
ア
は
13
日
、
文

書
を
発
表
し
、
離
陸
後
に
機
材

点
検
の
た
め
同
空
港
に
引
き
返

し
た
事
実
を
認
め
た
が
、
機
体

の
異
常
に
関
す
る
詳
細
は
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
同
便
に
は

乗
客
１
４
２
人
が
乗
っ
て
い
た

が
、
負
傷
者
は
い
な
い
と
い

う
。

　
ラ
イ
オ
ン
エ
ア
に
よ
る
と
、

同
便
は
午
後
９
時
半
す
ぎ
に
ハ

サ
ヌ
デ
ィ
ン
空
港
を
出
発
、
約

30
分
後
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
帰
還

を
判
断
し
、
同
10
時
24
分
に
着

陸
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
エ
ア
は
代

替
便
を
用
意
し
、
乗
客
１
２
９

人
が
搭
乗
、
翌
午
前
０
時
35
分

に
パ
ル
市
の
ム
テ
ィ
ア
ラ
・
シ

ス
ア
ル
ジ
ュ
フ
リ
空
港
に
到
着

し
た
。     

（
大
野
航
太
郎
）

　
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ

ル
の
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
空
港
か
ら

中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
パ
ル
市
に

向
か
う
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ

Ｃ
）
ラ
イ
オ
ン
エ
ア
の
Ｊ
Ｔ
７

８
０
便
が
12
日
夜
、
離
陸
後
に

機
体
に
異
常
が
見
つ
か
り
、
約

30
分
の
飛
行
後
に
同
空
港
に
引

イ
ス
タ
ナ
で
任
命
式
に
出
席
し
た
コ

フ
ィ
フ
ァ
知
事
（
左
か
ら
３
人
目
）

と
エ
ミ
ル
副
知
事
（
左
端
）
＝
大
統

領
府
提
供

　
ユ
ド
ヨ
ノ
前
大
統
領
は
13

日
、
滞
在
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
動
画
を
通
じ
て
会
見
し
、
ア

ニ
夫
人
が
血
液
が
ん
の
治
療
中

で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

　
ア
ニ
さ
ん
は
今
月
２
日
か

ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
立
大

学
病
院
で
血
液
が
ん
の
治
療
を

受
け
て
い
る
と
い
う
。
ア
ニ
さ

う
意
思
表
示
で
、
架
空
候
補
に

投
票
す
る
人
も
現
れ
る
の
で
は

と
予
測
し
た
。

ん
は
５
日
以
降
、
見
舞
い
に
き

た
家
族
や
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統
領

か
ら
届
い
た
花
束
の
写
真
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
公
開
し
て
い
た
。

（
木
村
綾
）

血
液
が
ん
と
公
表

ユ
ド
ヨ
ノ
氏
夫
人

マ
カ
ッ
サ
ル
～
パ
ル
便

離
陸
後
に
機
体
異
常

ラ
イ
オ
ン
エ
ア

マ
（
Ｎ
Ｕ
）
の
女
性
組
織
代
表

も
務
め
て
い
る
。
（
木
村
綾
）

アニ夫人を見舞うユドヨノ氏＝ヒ
ンチャ・パンジャイタン民主党幹
事長提供

▼被告のファンだった？
　東ジャワ州
スラバヤ地検
の検事や職員
ら３人がこの
ほど、反大統

領集会を阻止しようとした集団を
「ばか」呼ばわりしたとして、情
報・電子商取引法違反に問われてい
る野党陣営幹部で歌手のアフマッ
ド・ダニ被告と写真撮影し、野党の
大統領候補プラボウォ氏の候補者番
号「２」を指で示すポーズをしてい
たと問題視されている。最高検察庁
のムクリ報道官は「職員から事情を
聴いたが、政治的意図はなかったと
話している」と釈明した。

（ドゥティックコム） 
▼アホック参加に待った 

　与党・闘争民主に
入党したアホック元
ジャカルタ特別州知
事について、ユス

フ・カラ副大統領は12日、「ジョコ
ウィ陣営には入らない方がよい。宗
教冒とく事件について市民が思い起
こし、ジョコウィ氏は宗教冒とく者
を支持していると考え、（選挙で）
票が減ることにつながる」との見方
を示した。これについて、イスラム
勢力取り込みのためにプサントレン
（イスラム寄宿学校）遊説を精力的
にこなしているマアルフ・アミン副
大統領候補も13日、「カラ氏の提案
は良いと思う」と賛意を示した。

（ドゥティックコム） 
▼高額な選挙費用を苦に 
　野党・グリンドラ党から西スマト
ラ州プシシル・スラタン県議選に出
馬したシャニー・フィエルセリーさ
んがこのほど、同県の自宅で首つり
自殺したことが分かった。地元警察
署長は「選挙費用を苦にした自殺」
「家計をめぐり夫と口論になり、検
視結果から暴力を受けていたことが
判明した」との見方を示したが、グ
リンドラ党幹部は「明確な証拠もな
く断定できない」と警察発表を批
判。ファドリ・ゾン副党首はシャニ
ーさんの遺族と面会するとしてい
る。           （ドゥティックコム） 



「
性
能
や
耐
久
性
を
評
価
さ
れ

て
」
（
栗
田
さ
ん
）
、
プ
ル
タ

ミ
ナ
と
の
直
接
取
引
が
始
ま
っ

た
。
プ
ル
タ
ミ
ナ
は
国
内
各
地

の
プ
ラ
ン
ト
で
、
Ｐ
Ｌ
Ｎ
か
ら

の
受
電
を
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
他
の
案
件
も
期
待
で
き

る
。

　
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

ク
ロ
ン
プ
ロ
ゴ
県
ト
ゥ
モ
ン
で

進
む
、
新
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

国
際
空
港
建
設
事
業
で
は
、
受

配
電
設
備
や
無
停
電
電
源
装
置

（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）
を
受
注
し
て
い

る
。

　
航
空
関
連
で
は
、
富
士
電
機

が
日
本
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
持

つ
航
空
機
燃
料
の
給
油
自
動

化
・
計
測
制
御
シ
ス
テ
ム
納
入

も
進
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
プ
ル
タ
ミ
ナ
や
国
営
の
空
港

管
理
、
建
設
会
社
向
け
の
事
業

を
重
要
視
し
て
い
る
。

■
伝
統
市
場
活
用
構
想
も

　
一
般
消
費
者
に
近
い
産
業
へ

の
挑
戦
も
続
く
。
17
年
９
月
に

発
表
し
た
、
ク
ボ
タ
が
保
有
す

る
自
動
販
売
機
製
造
企
業
（
中

部
ジ
ャ
ワ
州
ス
マ
ラ
ン
市
）
の

買
収
。

　
富
士
電
機
の
日
本
国
内
の
自

販
機
シ
ェ
ア
は
５
割
を
超
え
、

中
国
で
も
販
売
は
拡
大
傾
向
に

あ
る
。
次
に
市
場
の
成
長
を
見

込
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ

ー
シ
ア
な
ど
で
の
事
業
拡
大
を

見
据
え
、
生
産
拠
点
を
必
要
と

し
て
い
た
中
で
の
工
場
取
得
だ

っ
た
。
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
向
け

の
輸
出
が
多
い
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
市
場
に
も
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
と
み
て
い
る
。

　
事
業
主
が
自
販
機
導
入
を
検

討
す
る
背
景
に
は
、
「
金
庫
代

わ
り
に
な
り
、
（
売
掛
け
の
取

り
引
き
と
異
な
る
前
金
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
）
確
実
に
売
り
上
げ

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

点
が
あ
る
と
い
う
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
個
人
消
費

を
支
え
る
の
は
、
膨
大
な
数
の

伝
統
市
場
と
言
わ
れ
て
い
る
。

富
士
電
機
の
自
販
機
事
業
に

は
、
「
ワ
ル
ン
」
と
呼
ば
れ
る

露
天
・
屋
台
型
店
舗
を
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
も
構
想
に
あ
る
。

　
日
本
の
キ
オ
ス
ク
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
の
、
近
代
的
な
屋
台

を
作
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る

企
業
が
あ
る
。
屋
台
を
店
主
に

提
供
し
て
、
製
品
を
販
売
し
て

も
ら
う
仕
組
み
だ
。

　
新
し
い
仕
組
み
を
作
る
中

で
、
自
販
機
設
置
を
検
討
。
富

士
電
機
は
小
型
店
舗
の
流
通
管

理
シ
ス
テ
ム
と
自
販
機
を
か
け

合
わ
せ
た
事
業
を
模
索
し
て
い

る
。
自
販
機
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
状
の
通
年
売
上
約
15
億

円
を
19
年
度
に
は
45
億
円
ま
で

伸
ば
す
こ
と
を
目
指
す
。

　
富
士
電
機
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

イ
ン
バ
ー
タ
や
サ
ー
ボ
と
い
っ

た
電
機
部
品
の
販
売
と
共
に
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
生
産

工
程
の
自
動
化
や
、
監
視
・
制

御
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
進
め
る
。
工
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
油
田
向
け
の
商
機
も
見
込

む
。
広
域
に
わ
た
る
石
油
・
ガ

ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
漏
れ
な

ど
の
監
視
に
使
え
る
。
栗
田
さ

ん
は
「
大
化
け
す
る
可
能
性
が

あ
る
技
術
。
低
コ
ス
ト
、
短
い

工
期
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
富
士
電
機
は
グ
ル
ー
プ
全
体

で
開
発
・
生
産
機
能
増
強
に
注

力
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
も
、
日
本
初
の
技
術
を
活
用

す
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く
。

（
平
野
慧
、
写
真
も
）
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富
士
電
機
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
の
地
熱
発
電
事
業
関
連
に

つ
い
て
、
タ
ー
ビ
ン
や
発
電
機

を
中
心
と
し
た
電
気
設
備
で
約

５
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
。
住
友

商
事
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者

ら
が
導
入
し
て
き
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
東
南
ア

ジ
ア
を
重
視
す
る
中
、
２
０
１

７
年
に
買
収
に
よ
り
本
格
化
し

た
自
動
販
売
機
事
業
や
産
業
イ

ン
フ
ラ
分
野
、
さ
ら
に
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

技
術
を
活
用
し
た
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

開
拓
に
積
極
的
だ
。

　
古
河
電
気
工
業
と
ド
イ
ツ
・

シ
ー
メ
ン
ス
社
が
合
弁
で
１
９

２
３
年
に
始
め
た
「
１
０
０
年

企
業
」
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

イ
ン
フ
ラ
構
築
の
多
方
面
で
動

き
出
す
。
２
０
１
１
年
に
設
立

し
た
現
地
法
人
、
富
士
電
機
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
社
長
の
栗
田
哲
郎

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
産
業
の
発
達
に
対
応
し
て
、

発
電
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
電

気
を
低
圧
に
変
換
し
て
配
電
す

る
、
受
配
電
設
備
の
受
注
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ガ
ス
絶
縁
開

閉
装
置
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
は
多
く
、
各
界
の
需
要

に
応
え
る
。

　
大
型
案
件
と
し
て
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

の
代
表
、
国
営
石
油
ガ
ス
・
プ

ル
タ
ミ
ナ
向
け
の
事
業
が
挙
げ

ら
れ
る
。
同
社
は
従
来
、
自
社

保
有
の
天
然
ガ
ス
を
燃
や
し

て
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
用
の
電
力

を
発
電
し
て
い
た
が
、
コ
ス
ト

削
減
の
観
点
か
ら
国
営
電
力
Ｐ

Ｌ
Ｎ
か
ら
受
電
す
る
方
向
に
切

り
替
え
る
動
き
が
あ
る
と
い

う
。
そ
の
第
１
号
案
件
と
し

て
、
富
士
電
機
は
受
配
電
設
備

を
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
チ
ラ
チ

ャ
ッ
プ
プ
ラ
ン
ト
で
稼
働
さ
せ

る
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｌ
Ｎ
に
は
プ
ラ

ン
ト
大
手
な
ど
を
通
し
て
間
接

的
に
納
入
し
た
実
績
が
あ
る
。

富士電機

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
業
の
可
能
性
を
探

る
栗
田
さ
ん

地熱発電から自販機まで

イ
ン
フ
ラ
向
け
事
業
開
拓

受
配
電
設
備
事
業
も
展
開

■Ｊ＆Ｔ、技術導入で効率化
　物流大手Ｊ＆Ｔエクスプレスはこの
ほど、荷物の仕分けや確認のためにＸ
線装置導入を加速させると明らかにし
た。作業時間短縮、効率化が目的。ま
た、2000以上の拠点に監視カメラを設
置し、モニターで管理する。

日系シェア減退見通し
国内自動車市場　10年間で５％減

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
講
演
会

　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
13
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ア
ヤ

ナ
・
ミ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
経

済
講
演
会
で
、
２
０
１
６
年
か
ら
25
年
の
10
年
間
で
タ
イ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
動
車
市
場
に
お
け
る
日
系
企
業
の
シ
ェ

ア
が
、
わ
ず
か
ず
つ
退
潮
す
る
局
面
に
な
る
見
通
し
を
示
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
野
慧
、
写
真
も
）

　
「
自
動
車
業
界
の
動
向
」
に

つ
い
て
、
同
行
の
小
田
裕
之
戦

略
調
査
部
長
と
山
口
崇
上
席
調

査
役
が
講
演
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
内
主
要
国
の
自
動

車
販
売
台
数
は
、
16
年
の
３
０

０
万
台
か
ら
25
年
は
４
４
０
万

台
ま
で
伸
び
る
見
込
み
だ
が
、

欧
州
や
中
国
、
韓
国
メ
ー
カ
ー

の
進
出
強
化
に
よ
り
、
シ
ェ
ア

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
98
％
か

ら
93
％
、
タ
イ
で
は
87
％
か
ら

83
％
ま
で
後
退
す
る
と
い
う
。

　
山
口
氏
に
よ
る
と
、
現
代
自

動
車
は
ベ
ト
ナ
ム
で
５
万
台
レ

ベ
ル
の
生
産
能
力
を
備
え
る
な

ど
勢
い
を
つ
け
て
お
り
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
も
能
力
増
強
の
動

き
が
あ
る
。

　
各
国
メ
ー
カ
ー
と
も
、
電
気

自
動
車
や
通
信
機
能
を
備
え
た

「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
」
の
普

及
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
台

数
の
商
機
が
あ
る
と
見
て
い
る

と
い
う
。

■
ル
ピ
ア
下
落
は
緩
や
か

　
経
済
講
演
会
で
は
「
安
定
を

取
り
戻
し
た
ル
ピ
ア
」
と
題
し

て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
店
の
西
仲

崇
行
副
支
店
長
も
講
演
し
、
貿

易
赤
字
に
陥
っ
た
２
０
１
８
年

を
振
り
返
り
「
こ
と
し
も
貿
易

収
支
の
傾
向
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
」
予
想
を
示
し
た
。

　
一
方
で
米
国
金
融
政
策
の
転

換
、
利
上
げ
ペ
ー
ス
予
想
後
退

に
よ
り
、
ド
ル
金
利
先
高
感
が

し
ぼ
ん
で
き
た
こ
と
で
、
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
証
券
投
資
に
よ

り
お
金
が
入
っ
て
き
や
す
い
状

況
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

　
金
融
政
策
に
つ
い
て
は
、
景

気
上
昇
ペ
ー
ス
や
イ
ン
フ
レ
が

低
調
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
「
政
策
金
利
を
上
げ
る
状
況

で
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
。
大

き
な
政
策
の
混
乱
が
な
け
れ

ば
、
ル
ピ
ア
の
下
落
は
緩
や
か

と
い
う
見
方
か
ら
、
こ
と
し
第

４
四
半
期
の
為
替
相
場
は
１
ド

ル
＝
１
万
４
２
０
０
〜
１
万
４

８
０
０
ル
ピ
ア
の
範
囲
に
収
ま

る
予
想
を
提
示
し
た
。

講演する小田戦略調査部長

　
中
央
銀
行
は
12
日
、
一
戸
建

て
の
住
宅
価
格
の
上
昇
率
を
示

す
２
０
１
８
年
第
４
四
半
期
の

住
宅
価
格
指
数
（
Ｉ
Ｈ
Ｐ
Ｒ
）

は
前
期
比
０
・
35
％
増
で
、
第

３
四
半
期
の
０
・
42
％
か
ら
鈍

化
し
た
と
発
表
し
た
。
住
宅
ロ

ー
ン
の
利
用
率
は
76
・
73
％
と

高
い
水
準
に
あ
る
。

　
中
銀
の
Ｉ
Ｈ
Ｐ
Ｒ
は
、
首
都

圏
を
含
め
た
14
都
市
で
行
わ
れ

た
販
売
価
格
調
査
を
も
と
に
算

出
さ
れ
て
い
る
。
建
築
面
積
36

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
を
小
型
住

宅
、
70
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を

中
型
住
宅
、
70
平
方
メ
ー
ト
ル

超
を
大
型
住
宅
と
定
義
し
て
い

る
。

　
18
年
第
４
四
半
期
で
は
小
型

住
宅
の
伸
び
率
が
減
少
し
た
一

電
動
自
転
車
輸
出

Ｅ
Ｕ
向
け
急
増ベト

ナ
ム

　
欧
州
委
員
会
が
中
国
製
の
電

動
自
転
車
に
対
す
る
反
ダ
ン
ピ

ン
グ
（
不
当
廉
売
）
関
税
の
適

用
を
発
表
し
た
直
後
か
ら
、
ベ

ト
ナ
ム
製
電
動
自
転
車
の
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
へ
の
輸
出
が
急

増
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
商
工

省
は
同
製
品
に
対
す
る
原
産
地

証
明
の
管
理
強
化
を
急
ぐ
。
ベ

ト
ナ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
（
電
子

版
）
な
ど
が
伝
え
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
は
、

18
年
１
〜
11
月
は
前
年
同
期
比

47
・
４
％
増
と
な
る
13
万
８
４

７
０
台
で
、
Ｅ
Ｕ
が
輸
入
し
た

電
動
自
転
車
全
体
の
12
・
４
％

を
占
め
た
。
金
額
ベ
ー
ス
で
も

６
６
９
０
万
ユ
ー
ロ
と
、
同

22
・
６
％
増
加
し
た
。（

時
事
）

航
空
運
賃
値
下
げ
へ

運
輸
相

　
ブ
デ
ィ
・
カ
ル
ヤ
・
ス
マ
デ

ィ
運
輸
相
は
13
日
、
年
末
年
始

か
ら
続
く
航
空
運
賃
高
騰
を
め

ぐ
り
、
財
務
省
や
国
営
企
業

省
、
国
営
石
油
ガ
ス
・
プ
ル
ミ

ナ
な
ど
と
対
応
を
協
議
、
近
く

運
賃
値
下
げ
に
向
け
た
施
策
を

講
じ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
地

元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
ブ
デ
ィ
運
輸
相
に
よ
る
と
、

航
空
運
賃
は
燃
油
費
高
騰
を
背

景
に
10
〜
12
％
高
騰
し
た
。
空

港
利
用
者
数
低
下
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
（
大
野
航
太
郎
）

住
宅
価
格
伸
び
率
鈍
化

76
％
が
ロ
ー
ン
利
用

方
、
中
、
大
型
住
宅
の
販
売
価

格
が
伸
び
て
い
る
。
地
域
別
で

は
東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
が
最

も
高
く
、
前
期
比
１
・
19
％
増

だ
っ
た
。

　
中
銀
は
こ
と
し
第
１
四
半
期

に
、
人
件
費
の
高
騰
な
ど
か
ら

Ｉ
Ｈ
Ｐ
Ｒ
増
加
率
が
０
・
４
％

台
ま
で
伸
び
る
と
見
て
い
る
。

（
大
野
航
太
郎
）
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「
Ｘ
Ｓ
」で
18
％
引
き

　
米
ア
ッ
プ
ル
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ

フ
ォ
ー
ン
）
」
の
値
下
げ
の
波

が
、
香
港
に
も
押
し
寄
せ
始
め

た
よ
う
だ
。
13
日
付
の
香
港

紙
、
星
島
日
報
な
ど
に
よ
る

と
、
地
元
通
信
大
手
、
数
碼
通

電
訊
（
ス
マ
ー
ト
ー
ン
）
は
12

日
、
同
社
通
販
サ
イ
ト
で
、
数

カ
月
前
に
発
売
さ
れ
た
最
新
モ

デ
ル
「
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
Ｘ
Ｓ

（
テ
ン
・
エ
ス
）
」
を
含
む
各

機
種
の
販
売
価
格
を
引
き
下
げ

た
。
香
港
の
通
信
会
社
が
ア
イ

フ
ォ
ー
ン
の
値
下
げ
に
踏
み
切

る
の
は
初
め
て
。

　
数
カ
月
前
発
売
の
最
新
モ
デ

ル
「
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
Ｘ
Ｓ
（
テ

ン
・
エ
ス
）
」
５
１
２
Ｇ
Ｂ

（
ギ
ガ
バ
イ
ト
）
モ
デ
ル
を
定

価
の
１
万
１
５
９
９
香
港
ド
ル

（
約
16
万
４
０
０
０
円
）
か
ら

９
５
４
９
ド
ル
に
引
き
下
げ

た
。
値
下
げ
幅
は
約
18
％
と
各

機
種
で
最
大
と
な
っ
た
。

　
香
港
で
は
先
に
、
中
国
本
土

通
信
大
手
、
中
国
移
動
（
チ
ャ

イ
ナ
モ
バ
イ
ル
）
の
香
港
部
門

が
、
取
り
扱
う
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
の
Ｘ
Ｓ
や
「
Ｘ
Ｓ
　
Ｍ
ａ

ｘ
（
テ
ン
・
エ
ス
・
マ
ッ
ク

ス
）
」
、
「
Ｘ
Ｒ
（
エ
ッ
ク

ス
・
ア
ー
ル
）
」
の
値
下
げ
販

売
を
行
っ
て
い
る
が
、
下
げ
幅

は
小
幅
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

イ
ン
ド
に
投
資
、新
工
場
か

　
13
日
付
の
台
湾
経
済
紙
・
経

済
日
報
に
よ
る
と
、
電
子
機
器

受
託
生
産
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
ウ
ィ

ス
ト
ロ
ン
（
緯
創
資
通
）
は
、

イ
ン
ド
で
新
工
場
建
設
を
計
画

し
て
い
る
も
よ
う
だ
。
現
地
メ

デ
ィ
ア
は
関
係
筋
の
話
と
し

て
、
新
工
場
で
は
米
ア
ッ
プ
ル

の
旧
型
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
）
８
」
が
生
産
さ
れ
る
と
伝

え
た
。

　
報
道
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ス
ト

ロ
ン
は
昨
年
10
〜
12
月
期
に
工

場
用
地
を
取
得
済
み
で
、
こ
と

し
上
半
期
に
第
１
期
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。
投
資
額
は
３

０
０
億
ル
ピ
ー
で
、
イ
ン
ド
政

府
は
１
０
０
億
ル
ピ
ー
を
補
助

金
と
し
て
支
給
す
る
見
込
み
。

ウ
ィ
ス
ト
ロ
ン
は
、
一
部
パ
ソ

コ
ン
製
品
や
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
も
イ

ン
ド
に
移
す
こ
と
を
希
望
し
て

お
り
、
今
後
５
年
間
で
計
５
０

０
億
ル
ピ
ー
を
イ
ン
ド
で
投
資

す
る
も
よ
う
だ
。

　
ウ
ィ
ス
ト
ロ
ン
は
、
イ
ン
ド

南
部
カ
ル
ナ
タ
カ
州
ベ
ン
ガ
ル

ー
ル
の
近
郊
に
２
工
場
を
保
有

し
、
ア
ッ
プ
ル
の
旧
型
ア
イ
フ

ォ
ー
ン
「
Ｓ
Ｅ
」
「
６
Ｓ
」
を

組
み
立
て
て
い
る
。
ウ
ィ
ス
ト

ロ
ン
は
、
イ
ン
ド
で
の
投
資
計

画
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
控
え

て
い
る
。

中
国
資
本
受
け
入
れ
中
止

　
旅
行
大
手
の
エ
イ
チ
・
ア

イ
・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
は
12

日
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
」
運
営
会
社
の
中
国

企
業
か
ら
の
出
資
受
け
入
れ
を

中
止
す
る
と
発
表
し
た
。
Ｈ
Ｉ

Ｓ
は
「
条
件
が
折
り
合
わ
な
か

っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
、
子
会
社
で
あ
る

運
営
会
社
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）
株

式
の
一
部
を
、
中
国
の
複
合
企

業
「
復
星
集
団
」
に
売
却
す
る

方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
た
。

中
国
人
旅
行
者
の
集
客
強
化
が

目
的
だ
っ
た
。

　
復
星
集
団
は
、
傘
下
企
業
が

２
０
１
５
年
に
北
海
道
の
「
星

野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
」
を
買
収

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

「
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
外
し
」批
判

　
【
北
京
時
事
】
中
国
外
務
省

の
華
春
瑩
副
報
道
局
長
は
13
日

の
記
者
会
見
で
、
欧
州
歴
訪
中

の
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
が
中

国
通
信
機
器
大
手
・
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
製
品
を
採

用
し
な
い
よ
う
各
国
に
求
め
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
米
側
は

何
ら
確
か
な
証
拠
も
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
脅
威
論
を
で
っ
ち
上

げ
て
い
る
。
国
力
を
使
っ
て
中

国
企
業
の
正
当
な
発
展
の
権
利

と
利
益
を
抑
圧
し
、
政
治
的
手

段
で
経
済
行
為
に
干
渉
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。

　
華
氏
は
、
企
業
や
国
民
に
情

報
機
関
へ
の
協
力
を
義
務
付
け

た
中
国
の
国
家
情
報
法
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
ら
取

り
上
げ
、
「
国
の
安
全
維
持
の

た
め
情
報
工
作
へ
の
協
力
を
求

め
る
こ
と
は
国
際
的
に
通
用
す

る
や
り
方
だ
。
米
、
英
、
カ
ナ

ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
西
側
の
国

の
法
律
に
も
類
似
の
規
定
が
あ

る
」
と
反
論
し
た
。

ベ
イ
エ
リ
ア
計
画
綱
要
、近
く
発
表

広
東
省
と
香
港
、マ
カ
オ
で
経
済
圏

　
香
港
政
府
ト
ッ
プ
の
林
鄭
月

娥
行
政
長
官
は
12
日
の
記
者
会

見
で
、
中
国
広
東
省
と
香
港
、

マ
カ
オ
で
一
体
的
経
済
圏
を
つ

く
る
「
粤
港
澳
大
湾
区
（
グ
レ

ー
タ
ー
ベ
イ
エ
リ
ア
）
」
構
想

に
伴
う
開
発
計
画
の
「
綱
要
」

が
、
近
く
公
表
さ
れ
る
と
明
ら

か
に
し
た
。

　
ま
た
、
綱
要
の
公
表
を
踏
ま

え
、
３
地
区
政
府
の
共
同
開
催

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
21

日
、
香
港
で
開
く
。
中
国
経
済

政
策
の
か
じ
取
り
役
を
担
う
国

家
発
展
改
革
委
員
会
の
幹
部

や
、
３
地
区
政
府
指
導
部
が
出

席
す
る
と
い
う
。

　
林
鄭
長
官
は
「
ベ
イ
エ
リ
ア

開
発
は
国
家
戦
略
に
昇
格
し
て

お
り
、
中
央
指
導
部
の
非
常
に

大
き
な
支
持
が
あ
る
」
と
指

摘
。
綱
要
に
つ
い
て
は
、
「
大

き
な
方
向
性
を
示
す
も
の
だ
」

と
し
、
施
政
報
告
（
施
政
方
針

演
説
）
の
よ
う
な
行
政
の
取
り

組
み
を
列
挙
す
る
も
の
で
は
な

い
と
す
る
一
方
、
「
『
１
国
２

制
度
』
に
影
響
を
与
え
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　
13
日
付
の
香
港
紙
、
信
報
な

ど
に
よ
る
と
、
シ
ン
ポ
は
21
日

午
前
10
時
半
か
ら
香
港
島
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
「
海
洋
公
園
（
オ

ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
）
」
内
の
マ

リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

る
。

　
林
鄭
長
官
の
ほ
か
、
広
東
省

の
馬
興
瑞
省
長
、
マ
カ
オ
政
府

ト
ッ
プ
の
崔
世
安
行
政
長
官
、

発
改
委
の
林
念
修
副
主
任
ら
、

政
財
界
か
ら
数
百
人
が
出
席
す

る
見
通
し
。

　
た
だ
、
関
係
者
の
間
で
は
、

綱
要
に
は
科
学
技
術
振
興
や
税

優
遇
措
置
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

る
見
込
み
だ
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
は
示
さ
れ
な
い
と

の
見
方
が
多
い
。
「
『
奨
励
』

や
『
支
持
』
と
い
っ
た
文
字
が

多
め
に
並
ぶ
」
（
前
海
管
理
局

の
香
港
側
当
局
者
）
と
予
想
す

る
声
も
上
が
る
。

■
香
港
は
金
融
と
科
学
技
術

　
日
刊
紙
、
香
港
経
済
日
報
に

よ
る
と
、
情
報
筋
は
同
紙
に
対

し
、
ベ
イ
エ
リ
ア
構
想
は
、
香

港
、
マ
カ
オ
、
本
土
９
市
の
そ

れ
ぞ
れ
の
戦
略
的
位
置
づ
け
が

ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
「
金
融
と
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、
香
港
の
今
後

の
発
展
の
目
玉
事
業
と
な
る
」

と
述
べ
た
。

　
同
筋
は
ま
た
、
国
の
上
層
部

が
計
画
策
定
に
携
わ
っ
て
い
る

と
す
る
一
方
、
「
よ
り
重
要
な

の
は
実
践
に
結
び
つ
け
る
取
り

組
み
の
模
索
を
継
続
す
る
こ
と

だ
」
と
語
っ
た
。
中
央
指
導
部

は
今
後
も
突
発
的
に
支
援
策
を

打
ち
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
の

見
方
を
示
し
た
。

　
ベ
イ
エ
リ
ア
構
想
は
２
０
１

５
年
に
国
の
文
書
に
初
め
て
盛

り
込
ま
れ
、
17
年
３
月
、
李
克

強
首
相
が
政
府
活
動
報
告
で
正

式
に
構
想
を
提
示
し
た
。
ベ
イ

エ
リ
ア
の
範
囲
は
、
広
東
省
広

州
、
深
圳
、
珠
海
、
仏
山
、
恵

州
、
東
莞
、
中
山
、
江
門
、
肇

慶
の
９
市
と
、
香
港
、
マ
カ
オ

の
両
特
別
行
政
区
。

天
皇
は「
戦
犯
主
犯
の
息
子
」

米
通
信
社
が
韓
国
議
長
音
声
公
表

　
【
ソ
ウ
ル
時
事
】
米
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
通
信
は
韓
国
の
文
喜

相
国
会
議
長
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
音
声
記
録
を
公
表
し
、
文
氏

が
天
皇
陛
下
に
つ
い
て
「
戦
犯

の
主
犯
の
息
子
で
は
な
い
で
す

か
」
と
述
べ
、
慰
安
婦
問
題
で

の
謝
罪
が
望
ま
し
い
と
い
う
見

解
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
同
通
信
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
韓
国
語
に
よ
る
音
声
記

録
の
一
部
を
掲
載
し
た
。

　
文
氏
は
こ
の
中
で
「
日
本
を

代
表
す
る
王
（
天
皇
）
が
（
元

慰
安
婦
に
謝
罪
）
す
る
の
が
望

ま
し
い
。
そ
の
方
は
近
く
退
位

さ
れ
る
と
い
う
の
で
。
そ
の
方

は
戦
犯
の
主
犯
の
息
子
で
は
な

い
で
す
か
」
と
発
言
。
文
氏
側

は
「
戦
犯
の
主
犯
の
息
子
」
と

表
現
し
た
こ
と
を
否
定
し
て
い

た
。

　
一
方
、
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

る
と
、
訪
米
中
の
文
氏
は
現
地

時
間
の
12
日
、
韓
国
記
者
団
と

懇
談
し
、
日
本
政
府
が
文
氏
の

発
言
に
謝
罪
と
撤
回
を
求
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
「
謝
罪
す

る
事
案
で
は
な
い
」
と
一
蹴
。

文
氏
は
「
最
も
基
本
的
な
問
題

は
（
日
本
側
に
よ
る
）
心
か
ら

の
謝
罪
だ
」
と
主
張
し
た
。
　

　
文
氏
は
12
日
、
議
会
を
訪

れ
、
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
と
会
談

し
た
。
韓
国
国
会
の
発
表
に
よ

る
と
、
ペ
ロ
シ
氏
は
席
上
、
慰

安
婦
問
題
に
つ
い
て
「
関
心
を

持
っ
て
い
る
問
題
だ
。
被
害
者

ら
は
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
」
と

指
摘
、
「
問
題
解
決
の
た
め
の

努
力
を
支
持
し
、
被
害
者
を
助

け
た
い
」
と
述
べ
た
。
問
題
は

未
解
決
と
い
う
認
識
を
示
し
た

形
だ
。

　
韓
国
を
訪
れ
て
い
た
日
韓
議

員
連
盟
会
長
の
額
賀
福
志
郎
元

財
務
相
は
13
日
帰
国
し
、
衆
院

議
員
会
館
で
取
材
に
応
じ
た
。

ソ
ウ
ル
で
の
李
洛
淵
首
相
と
の

会
談
で
は
、
慰
安
婦
問
題
で
天

皇
陛
下
の
謝
罪
が
望
ま
し
い
と

の
文
喜
相
国
会
議
長
の
発
言
に

抗
議
の
意
を
伝
え
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
額
賀
氏
に
よ
る
と
、
会
談
で

同
氏
は
文
議
長
の
発
言
に
つ
い

て
「
日
本
国
民
は
極
め
て
憤
り

を
持
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
」

「
し
っ
か
り
反
省
し
て
し
か
る

べ
き
（
対
応
を
）
取
っ
て
ほ
し

い
」
と
要
請
。
同
席
し
た
姜
昌

一
韓
日
議
連
会
長
が
「
文
氏
に

伝
え
る
」
と
応
じ
た
。
　

　
会
談
で
額
賀
氏
は
、
韓
国
最

韓
国
首
相
と
の
会
談
で

「
天
皇
謝
罪
」発
言
に
抗
議

額
賀
氏

高
裁
が
日
本
企
業
に
元
徴
用
工

ら
へ
の
賠
償
を
命
じ
た
問
題
に

も
言
及
。
「
韓
国
政
府
の
考
え

方
を
早
く
ま
と
め
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
、
李
氏
は
「
専
門
家
の

意
見
を
聴
取
し
た
り
し
て
調
整

し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
と
い

う
。

　
12
日
付
の
中
国
紙
、
深
圳
商

報
な
ど
に
よ
る
と
、
広
東
省
深

圳
市
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
同
市

喫
煙
規
制
条
例
の
改
正
案
を
ま

と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
開
始
し
た
。

規
制
対
象
を
電
子
た
ば
こ
ま
で

広
げ
る
ほ
か
、
バ
ス
停
や
地
下

鉄
の
入
り
口
付
近
も
禁
煙
区
域

と
す
る
こ
と
な
ど
が
柱
。

　
パ
ブ
コ
メ
文
書
は
、
市
人
民

代
表
大
会
（
議
会
）
常
務
委
員

会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

表
。
深
圳
の
喫
煙
規
制
条
例

は
、
２
０
１
４
年
３
月
の
施
行

か
ら
５
年
近
く
経
過
す
る
中

で
、
受
動
喫
煙
防
止
策
の
抜
け

道
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
電
子
た

ば
こ
が
流
行
す
る
な
ど
、
条
例

の
効
果
を
疑
問
視
す
る
声
が
専

門
家
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。

　
改
正
案
は
、
た
ば
こ
製
品
に

つ
い
て
、
「
す
べ
て
の
吸
引

式
・
加
熱
式
た
ば
こ
お
よ
び
電

子
た
ば
こ
」
と
定
義
。
電
子
た

ば
こ
を
規
制
対
象
に
加
え
た
。

電
子
た
ば
こ
の
種
類
は
明
記
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
禁
煙
区
域

を
一
段
と
拡
大
。
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
地
下
鉄
、
船
舶
な
ど
公

共
交
通
機
関
の
停
留
所
や
待
合

所
、
地
下
鉄
は
出
入
り
口
の
路

上
５
メ
ー
ト
ル
以
内
を
禁
煙
区

域
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
幼
稚
園
や
小
中
学

校
、
児
童
・
青
少
年
の
活
動
施

設
か
ら
半
径
１
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
で
の
た
ば
こ
販
売
を
禁
じ

る
。
違
反
者
に
は
３
万
元
（
約

49
万
円
）
の
罰
金
を
科
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
現
行
条
例
で
は

禁
煙
区
域
の
経
営
者
・
管
理
者

に
状
況
の
改
善
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
、
改
善
勧
告
の
上
で
50

〜
５
０
０
元
の
罰
金
を
科
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
喫

煙
者
の
罰
金
逃
れ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
項
目

を
削
除
。
今
後
は
禁
煙
区
域
で

喫
煙
し
て
い
る
個
人
に
対
し
、

勧
告
後
、
50
〜
５
０
０
元
の
罰

金
を
科
す
。

　
同
時
に
、
禁
煙
区
域
の
経
営

者
・
管
理
者
に
対
し
て
は
、
罰

金
（
最
高
３
万
元
）
は
維
持
す

る
も
の
の
、
段
階
的
な
対
応
に

改
め
る
。

条
例
改
正
で
意
見
公
募

電
子
た
ば
こ
規
制
対
象
へ

深
圳
市

  

豚
肉
製
品
に
コ
レ
ラ

  

中
国
か
ら
の
手
荷
物

成
田
と
福
岡

　
農
林
水
産
省
は
13
日
、
成

田
、
福
岡
の
各
空
港
に
１
月
下

旬
に
到
着
し
た
中
国
か
ら
の
旅

客
が
持
ち
込
ん
だ
豚
肉
製
品
計

２
品
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
が
検
出

さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
昨
年
10

月
以
降
、
空
港
で
同
ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
子
が
確
認
さ
れ
た
の
は

10
品
に
上
り
、
い
ず
れ
も
中
国

か
ら
の
旅
客
手
荷
物
。

　
問
題
の
豚
肉
製
品
は
、
北
京

か
ら
成
田
空
港
に
到
着
し
た
旅

客
が
持
ち
込
ん
だ
豚
肉
の
薫
製

と
、
青
島
か
ら
福
岡
空
港
に
着

い
た
旅
客
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
。
成

田
、
福
岡
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
１
月

24
、
27
日
に
到
着
し
た
。
　

　
中
国
で
は
昨
夏
か
ら
ア
フ
リ

カ
豚
コ
レ
ラ
が
ま
ん
延
し
て
お

り
、
農
水
省
は
検
疫
探
知
犬
の

追
加
配
備
な
ど
空
港
や
港
で
の

水
際
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
は
、
岐

阜
県
や
愛
知
県
な
ど
で
発
生
し

た
豚
コ
レ
ラ
と
は
別
の
ウ
イ
ル

ス
で
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
な

い
と
さ
れ
る
。
豚
や
イ
ノ
シ
シ

が
感
染
す
る
病
気
で
、
人
に
感

染
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
韓
国
の
リ
ゾ
ー

ト
地
「
済
州
（
チ

ェ
ジ
ュ
）
島
」

で
、
菜
の
花
が
咲

き
始
め
、
観
光
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
韓
国
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
と
、
南

部
で
は
梅
の
開
花

も
始
ま
っ
た
。
気

温
が
高
く
、
例
年

よ
り
早
く
開
花
し

て
い
る
と
い
う
。

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
＝
時

事
）

一面の菜の花



アジア2019年（平成31年）２月14日（木曜日） 4（記事・写真は時事）

仙
波
糖
化
工
業
が
越
に
拠
点

　
仙
波
糖
化
工
業
（
栃
木
県
真

岡
市
）
は
13
日
、
ベ
ト
ナ
ム
南

部
ド
ン
ナ
イ
省
に
食
品
・
同
素

材
を
製
造
す
る
た
め
の
完
全
子

会
社
を
設
立
、
約
10
億
円
を
投

じ
て
工
場
を
建
設
す
る
と
発
表

し
た
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
に
販
売
子
会
社
を
開

設
し
て
い
た
が
、
近
隣
の
東
南

ア
ジ
ア
で
の
市
場
開
拓
と
収
益

拡
大
を
目
指
し
製
造
拠
点
の
建

設
に
踏
み
切
る
。

　
子
会
社
は
資
本
金
約
１
３
２

万
７
千
米
ド
ル
。
代
表
者
は
保

坂
晴
彦
氏
。
所
在
地
は
、
ド
ン

ナ
イ
省
ロ
ン
タ
ン
地
区
の
ロ
ン

ド
ウ
ッ
ク
工
業
団
地
で
、
３
月

に
設
立
す
る
。

　
工
場
は
敷
地
面
積
約
２
万
８

千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
屋
面
積

約
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
２

０
１
９
年
７
月
に
建
設
に
着

手
、
20
度
末
の
完
成
を
目
指

す
。

　
製
造
品
目
は
カ
ラ
メ
ル
や
飲

料
向
け
粉
末
な
ど
食
品
・
食
品

素
材
お
よ
び
食
品
添
加
物
な
ど

を
計
画
。
従
業
員
は
当
初
約
60

人
を
予
定
し
て
い
る
。

　
同
社
は
「
ベ
ト
ナ
ム
は
人
材

が
豊
富
で
原
材
料
も
安
価
で
あ

り
、
消
費
市
場
と
し
て
も
有
望

だ
」
と
ベ
ト
ナ
ム
投
資
に
積
極

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

日
立
金
属
が
淡
水
化
技
術

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
日

立
金
属
は
12
日
、
海
水
淡
水
化

で
逆
浸
透
膜
の
目
詰
ま
り
を
抑

制
す
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
吸
着
フ

ィ
ル
タ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｆ
）
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
洋
理
工

大
学
（
Ｎ
Ｔ
Ｕ
）
環
境
・
水
研

究
所
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｒ
Ｉ
）
と
の
共

同
実
証
実
験
で
、
逆
浸
透
膜
の

目
詰
ま
り
原
因
物
質
を
Ｃ
Ａ
Ｆ

で
吸
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海

水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働
率

低
下
の
原
因
で
あ
る
逆
浸
透
膜

洗
浄
頻
度
を
大
幅
に
減
ら
せ
る

見
込
み
を
確
認
。
こ
れ
に
よ
り

造
水
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
に
ま
た
出
資

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
米

紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
よ
る
と
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
政
府
系
投
資
会
社
テ

マ
セ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
の
米

新
興
企
業
ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
の
資

金
調
達
を
主
導
す
る
見
込
み

だ
。

　
調
達
額
は
５
億
米
ド
ル
と
な

る
見
通
し
。
ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
の

企
業
価
値
評
価
は
60
億
ド
ル
を

超
え
る
。

　
ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
ま
で

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
投
資
公

社
（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
）
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
バ
ー
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
（
Ｃ
Ｒ
Ｖ
）
、

コ
ー
ス
ラ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

ク
ラ
イ
ナ
ー
・
パ
ー
キ
ン
ス
、

セ
コ
イ
ア
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど

名
だ
た
る
フ
ァ
ン
ド
か
ら
出
資

を
受
け
て
い
る
。

　
ド
ア
ダ
ッ
シ
ュ
は
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
ら
が
２
０

１
３
年
に
創
業
。
米
国
と
カ
ナ

ダ
の
千
都
市
以
上
で
サ
ー
ビ
ス

し
て
お
り
、
調
査
会
社
エ
デ
ィ

ソ
ン
・
ト
レ
ン
ズ
に
よ
る
と
、

米
国
市
場
で
は
、
グ
ラ
ブ
ハ
ブ

（
シ
ェ
ア
34
％
）
、
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
（
同
28
％
）
に
次
い
で

業
界
３
位
（
同
18
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

「
建
国
の
父
」像
に
抗
議

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
ミ
ャ
ン

マ
ー
東
部
カ
ヤ
州
で
12
日
、
ア

ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
国

家
顧
問
の
父
、
故
ア
ウ
ン
・
サ

ン
将
軍
の
銅
像
設
置
に
抗
議
す

る
少
数
民
族
の
デ
モ
隊
が
暴
徒

化
し
、
警
察
が
催
涙
ガ
ス
や
放

水
で
鎮
圧
に
当
た
っ
た
。
地
元

当
局
者
に
よ
る
と
、
抗
議
行
動

に
は
約
３
千
人
が
加
わ
り
、
約

10
人
が
負
傷
し
た
。

　
ア
ウ
ン
・
サ
ン
将
軍
は
、
多

数
派
の
ビ
ル
マ
民
族
か
ら
は
英

国
の
植
民
支
配
と
闘
っ
た
「
建

国
の
父
」
と
慕
わ
れ
て
い
る

が
、
少
数
民
族
は
ビ
ル
マ
民
族

に
よ
る
支
配
の
象
徴
と
み
て
い

る
。

欧
州
議
会
、Ｆ
Ｔ
Ａ
承
認

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
事
】
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
欧
州
議
会
は

13
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
で
本
会
議
を
開
き
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
承
認
し
た
。

　
Ｅ
Ｕ
は
昨
年
10
月
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
と
協
定
に
署
名
し

て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
国
と

の
初
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
な
る
。
閣
僚

理
事
会
が
正
式
承
認
す
れ
ば
、

翌
々
月
の
初
日
に
発
効
す
る
。

大
型
開
発
事
業
に
、21
億
リ
ン
ギ　

の
融
資

マ
レ
ー
シ
ア  

三
井
住
友
銀
な
ど
４
行

　
【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
時

事
】
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
大
型
開
発
事

業
「
ト
ゥ
ン
・
ラ
ザ
ク
・
エ
ク

ス
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｔ
Ｒ
Ｘ
）
」
を

手
掛
け
る
財
務
省
系
企
業
Ｔ
Ｒ

Ｘ
シ
テ
ィ
ー
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
不
動
産
大
手
レ
ン
ド
リ
ー

ス
の
合
弁
企
業
は
12
日
、
大
手

銀
行
４
行
で
構
成
す
る
共
同
事

業
体
か
ら
５
年
間
で
21
億
５
千

万
リ
ン
ギ
の
融
資
を
調
達
し

た
。

　
共
同
事
業
体
に
参
加
し
て
い

る
の
は
三
井
住
友
銀
行
と
マ
レ

ー
シ
ア
の
金
融
最
大
手
マ
ラ
ヤ

ン
・
バ
ン
キ
ン
グ
（
メ
イ
バ
ン

ク
）
、
英
金
融
大
手
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　
13
日
付
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済

紙
マ
レ
ー
シ
ア
ン
・
リ
ザ
ー
ブ

な
ど
に
よ
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

航
空
は
12
日
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
メ
ッ
カ
巡
礼
者
の
専
用
フ
ラ

イ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ア
マ
ル
」
を

正
式
に
発
表
し
た
。

　
昨
年
10
月
か
ら
営
業
を
開

始
。
超
大
型
機
Ａ
３
８
０
―
８

０
０
型
機
を
利
用
し
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
ジ
ッ
ダ
と
メ
デ
ィ

ナ
に
乗
り
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
１
〜
２
年
以
内
に
マ
レ

ー
シ
ア
の
メ
ッ
カ
巡
礼
者
向
け

航
空
市
場
で
シ
ェ
ア
60
％
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
同
市
場
で
シ
ェ

ア
10
％
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
ま
た
、
タ
イ
で
も
約
１
万
３

千
人
輸
送
す
る
目
標
だ
。

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
＝
時
事
）

Ｃ
、
同
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
チ
ャ

ー
タ
ー
ド
銀
行
（
ス
タ
ン
チ
ャ

ー
ト
）
。

　
Ｔ
Ｒ
Ｘ
シ
テ
ィ
ー
と
レ
ン
ド

リ
ー
ス
は
、
ホ
テ
ル
や
高
級
オ

フ
ィ
ス
、
高
層
住
宅
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
構
成
す

る
「
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
Ｔ
Ｒ
Ｘ

（
旧
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ク
オ

ー
タ
ー
）
」
を
開
発
中
。
総
開

発
価
値
は
90
億
リ
ン
ギ
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
２

０
２
１
年
に
、
ホ
テ
ル
や
オ
フ

ィ
ス
は
22
年
に
完
成
す
る
予

定
。
高
層
住
宅
は
23
年
か
ら
分

譲
を
開
始
す
る
。

　
融
資
の
調
印
式
に
出
席
し
た

マ
レ
ー
シ
ア
の
リ
ム
・
グ
ア
ン

エ
ン
財
務
相
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｘ
事
業

の
中
核
で
国
内
で
最
も
高
い
ビ

ル
と
な
る
「
ザ
・
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
１
０
６
」
も
こ
と
し
半
ば

に
完
成
す
る
予
定
だ
と
述
べ

た
。

　
Ｔ
Ｒ
Ｘ
シ
テ
ィ
ー
は
、
ナ
ジ

ブ
前
首
相
ら
が
巨
額
の
公
金
を

流
用
し
た
と
さ
れ
る
政
府
系
フ

ァ
ン
ド
「
１
Ｍ
Ｄ
Ｂ
」
の
元
子

会
社
。
昨
年
の
政
権
交
代
後
に

資
金
不
足
に
陥
っ
た
が
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
政
権
が
公
金
投
入
で

救
済
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

リ
ム
財
務
相
は
12
日
の
調
印
式

で
「
Ｔ
Ｒ
Ｘ
は
資
金
面
で
も
ク

リ
ア
で
国
際
的
な
事
業
と
し
て

進
ん
で
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
無
料
対

話
ア
プ
リ
を
手
掛
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
タ
イ
現
地
法
人
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
、
２
０
１

９
年
に
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｔ
Ｖ
」
の
視
聴

者
層
を
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
の
首

都
圏
に
住
む
若
者
層
か
ら
、
タ

イ
全
土
の
全
て
の
年
齢
層
ま
で

広
げ
る
方
針
を
発
表
し
た
。
男

性
視
聴
者
の
獲
得
に
向
け
て
ア

ニ
メ
番
組
を
増
や
し
、
地
方
の

一
般
層
の
利
用
者
獲
得
に
音
楽

番
組
を
拡
充
す
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｖ
は
過
去
に
放

送
さ
れ
た
番
組
を
見
逃
し
て
も

即
座
に
ア
プ
リ
上
で
観
賞
で

き
、
視
聴
可
能
な
番
組
数
も
多

い
こ
と
か
ら
利
用
者
を
伸
ば
し

て
き
た
。
現
在
、
ア
ニ
メ
は

「
一
休
さ
ん
」
「
ナ
ル
ト
」

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
な
ど
を
配
信

し
て
い
る
。

　
こ
と
し
か
ら
は
「
Ｄ
ｒ.

ス

ラ
ン
プ
　
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」

「
プ
リ
キ
ュ
ア
」
な
ど
の
配
信

も
始
め
る
。
ま
た
他
社
と
の
差

別
化
に
向
け
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｖ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｖ
、ア
ニ
メ
で
利
用
者
拡
大

タ
イ   「
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」な
ど
配
信

独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
拡
充
す

る
方
針
で
、
こ
と
し
は
人
気
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｂ
Ｎ
Ｋ

48
」
の
メ
ン
バ
ー
が
出
演
す
る

恋
愛
コ
メ
デ
ィ
ー
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
」
な
ど
を
配
信
す
る

計
画
だ
。

　
同
社
の
ア
リ
ヤ
社
長
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｖ
の
年
間
の
動
画
再
生
回
数

は
前
年
比
80
％
増
加
、
広
告
収

入
は
前
年
の
２
倍
に
増
え
た
と

い
う
。

　
同
社
幹
部
は
、
広
告
収
入
の

増
加
に
つ
い
て
「
テ
レ
ビ
は
何

か
の
作
業
を
し
な
が
ら
聞
き
流

す
『
な
が
ら
視
聴
』
が
多
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｖ
は
番
組
を
本
当

に
視
聴
す
る
目
的
で
使
わ
れ
る

た
め
広
告
も
し
っ
か
り
見
て
も

ら
え
る
」
と
説
明
。
「
ア
プ
リ

は
テ
レ
ビ
と
比
べ
て
販
売
サ
イ

ト
へ
の
ク
リ
ッ
ク
に
も
つ
な
が

り
や
す
い
。
広
告
主
に
と
っ
て

実
際
の
購
入
に
つ
な
が
り
や
す

い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
強
調

し
た
。
18
年
は
番
組
の
放
送
終

了
後
に
挿
入
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

の
広
告
収
入
が
特
に
好
調
だ
っ

た
と
い
う
。

　
同
社
は
こ
の
ほ
ど
、
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
「
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
」

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
８
」
と
の
提
携

も
決
め
た
。
今
後
は
チ
ャ
ン
ネ

ル
８
が
放
送
す
る
イ
ン
ド
の
ド

ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
な
ど
も
配
信

し
、
事
業
の
拡
大
を
目
指
す
方

針
だ
。

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
（
Ｎ
Ｕ

Ｓ
）
の
11
日
の
発
表
に
よ
る

と
、
同
大
学
の
海
洋
科
学
研
究

チ
ー
ム
は
昨
年
実
施
し
た
研
究

調
査
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
沿

岸
か
ら
採
取
し
た
５
ミ
リ
以
下

の
小
さ
な
微
小
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
に
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
や
人

の
創
傷
感
染
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
の
あ
る
有
毒
な
細
菌
が
付

着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
Ｎ
Ｕ
Ｓ
熱
帯
海
洋
科
学
研
究

所
の
研
究
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ン
ド

リ
ッ
ク
・
リ
ョ
ン
博
士
は
「
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
海
洋

環
境
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
海

洋
生
物
は
意
図
せ
ず
に
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
摂
取
し
て

海
洋
の
プ
ラ
ご
み
に
有
害
細
菌

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル  

サ
ン
ゴ
白
化
の
恐
れ

い
る
と
み
ら
れ
、
こ
れ
は
食
物

連
鎖
に
お
け
る
海
洋
病
原
体
の

蓄
積
、
そ
の
後
の
感
染
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
警

告
。
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
布
を
把
握
し
、
付
着
し

て
い
る
生
物
を
特
定
す
る
こ
と

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
国

内
お
よ
び
世
界
規
模
で
管
理
す

る
上
で
重
要
だ
」
と
し
て
い

る
。

　
陸
上
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
比
較
す
る
と
、
海
洋
生

態
系
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
海
水
塩
分
や
比
較
的
低

い
海
洋
の
気
温
の
影
響
で
劣
化

す
る
ま
で
に
は
る
か
に
時
間
が

か
か
る
た
め
、
細
菌
な
ど
が
生

存
し
や
す
い
環
境
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
２
０
１
８
年

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ラ
ザ
ロ
ー

島
、
セ
ン
バ
ワ
ン
、
チ
ャ
ン
ギ

の
沿
岸
か
ら
２
７
５
個
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
収
集
し

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
４
０
０
種

類
以
上
の
細
菌
を
発
見
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
白

化
や
病
気
に
関
連
す
る
バ
ク
テ

リ
ア
「
フ
ォ
ト
バ
ク
テ
リ
ウ

ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ギ
イ
」

や
、
人
の
創
傷
感
染
の
主
因
で

あ
る
海
洋
性
ビ
ブ
リ
オ
菌
、
胃

腸
炎
を
引
き
起
こ
す
ア
ル
コ
バ

ク
タ
ー
属
の
細
菌
な
ど
が
見
つ

か
っ
た
。

　
一
方
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分

解
す
る
エ
リ
ス
ロ
バ
ク
タ
ー
属

の
細
菌
や
、
海
洋
に
流
出
し
た

油
を
浄
化
す
る
シ
ュ
ー
ド
モ
ナ

ス
属
の
細
菌
も
確
認
さ
れ
た
。

研
究
員
の
一
人
は
「
海
洋
で
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
汚
染
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
う
し
た
細
菌
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
や
有
毒
汚
染

物
質
の
軽
減
に
対
し
、
環
境
負

荷
の
小
さ
い
重
要
な
手
段
を
提

供
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

メ
ッ
カ
巡
礼
者
専
用

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
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賃
貸
ア
パ
ー
ト
大
手
の
レ
オ

パ
レ
ス
21
の
施
工
不
良
問
題

で
、
当
時
の
建
築
部
門
担
当
の

取
締
役
が
設
計
図
と
異
な
る
建

築
部
材
の
使
用
を
把
握
し
て
い

た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
13
日
、

分
か
っ
た
。
役
員
が
図
面
と
の

食
い
違
い
を
認
識
し
て
い
た
可

能
性
が
高
く
、
今
後
は
経
営
陣

が
ど
こ
ま
で
関
与
し
て
い
た
か

が
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

　

こ
の
問
題
で
は
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
部
材
を
図
面
で
指

示
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
異

な
る
部
材
が
使
わ
れ
て
い
た
。

火
災
時
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
同
法
違
反
の
疑
い
が

あ
る
。
同
社
は
補
修
工
事
を
行

う
た
め
、
特
に
危
険
な
施
工
不

良
物
件
に
住
む
32
都
府
県
の
７

７
８
２
人
に
来
月
末
ま
で
の
退

去
を
要
請
し
て
い
る
。

　

図
面
と
の
食
い
違
い
が
生
じ

た
理
由
に
つ
い
て
、
同
社
幹
部

は
７
日
の
記
者
会
見
で
「
建
築

部
門
の
現
場
の
判
断
で
行
わ
れ

た
。
一
部
で
決
め
て
や
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
説
明
し
た
が
、
担

当
役
員
の
関
与
の
有
無
に
は
言

及
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
現
役
社
員

が
会
社
の
聞
き
取
り
調
査
に
対

し
、
「
当
時
の
担
当
役
員
に
報

告
し
た
記
憶
が
あ
る
」
と
証
言

し
た
。
取
締
役
は
既
に
退
職
し

て
お
り
、
今
後
、
直
接
聞
き
取

り
調
査
を
行
う
。

　

同
社
は
時
事
通
信
の
取
材
に

対
し
、
元
取
締
役
が
違
法
性
を

認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
「
建
築
部
門
が
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
元
担
当

役
員
も
全
く
認
識
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。

　

同
社
の
調
査
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
工
不
良
が
判
明
し
て
い

る
。
天
井
は
、
鉱
物
性
の
繊
維

を
使
っ
た
天
井
板
と
石
こ
う
ボ

ー
ド
を
二
重
に
設
置
す
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
図
面
の
表
記
が
あ

い
ま
い
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

実
際
に
は
石
こ
う
ボ
ー
ド
が
２

枚
張
ら
れ
て
い
た
り
、
石
こ
う

ボ
ー
ド
１
枚
だ
け
だ
っ
た
り
し

た
。

　

延
焼
や
音
漏
れ
を
防
ぐ
屋
根

裏
の
壁
（
界
壁
）
と
外
壁
に

は
、
図
面
で
指
定
さ
れ
た
ガ
ラ

ス
繊
維
製
の
「
グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
」
で
は
な

く
、
発
泡
ウ

レ
タ
ン
を
使

っ
て
い
た
。

界
壁
は
耐
火
性
に
問
題
は
な
い

も
の
の
、
遮
音
性
が
国
の
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
恐
れ
が
あ

る
。

　

さ
ら
に
外
壁
で
は
、
部
材
の

設
置
方
法
も
国
が
認
め
た
工
法

と
異
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
建

設
当
時
の
燃
焼
試
験
で
耐
火
性

能
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
国
の
認
定
を
新
た
に
取
得

す
る
方
針
。
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
補
修
工
事
に
踏
み
切

る
。

　

深
山
英
世
社
長
は
７
日
の
会

見
で
、
図
面
と
違
う
部
材
を
使

っ
た
理
由
に
つ
い
て
「
（
工
程

を
省
略
す
る
）
作
業
効
率
化
の

た
め
だ
っ
た
。
決
し
て
コ
ス
ト

削
減
で
は
な
い
」
と
説
明
。
現

場
の
担
当
者
に
違
法
性
の
認
識

は
な
く
、
法
令
順
守
意
識
や
管

理
の
甘
さ
が
問
題
だ
っ
た
と
釈

明
し
た
。

建
築
部
材
変
更
、役
員
把
握
か

レ
オ
パ
レ
ス  

経
営
陣
関
与
焦
点
に

施
工
不
良
物

件
と
同
じ
タ

イ
プ
の
レ
オ

パ
レ
ス
21
の

賃
貸
ア
パ
ー

ト
＝
８
日
午

後
、
東
京
都

杉
並
区

玄
海
２
号
、廃
炉
を
決
定

九
電
原
発  

運
転
期
間
な
ど
総
合
判
断

　

九
州
電
力
は
13
日
、
運
転
開

始
か
ら
約
38
年
が
経
過
し
た
玄

海
原
発
２
号
機
（
佐
賀
県
玄
海

町
、
出
力
55
・
９
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）
の
廃
炉
を
決
め
た
。
池
辺

和
弘
社
長
は
同
日
午
後
、
佐
賀

県
庁
で
山
口
祥
義
知
事
と
会
い

「
再
稼
働
し
た
場
合
の
残
存
運

転
期
間
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
廃
止
を
決
定
し
た
」
と
説

明
し
た
。
九
電
の
廃
炉
決
定
は

玄
海
１
号
機
に
次
い
で
２
例

目
。

　

九
電
は
、
再
稼
働
に
必
要
な

安
全
対
策
費
が
２
０
０
０
億
円

に
上
る
と
み
ら
れ
、
採
算
が
合

わ
な
い
と
判
断
。
原
発
の
テ
ロ

対
策
な
ど
と
し
て
新
規
制
基
準

で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
特
定
重

大
事
故
等
対
処
施
設
」
の
設
置

に
関
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な

ど
に
制
約
が
あ
る
こ
と
も
廃
炉

理
由
に
挙
げ
た
。
玄
海
２
号
機

の
廃
炉
費
用
は
約
３
６
５
億

円
、
作
業
は
30
年
程
度
か
か
る

と
み
て
い
る
。　

　

九
電
の
報
告
に
対
し
山
口
知

事
は
、
原
発
の
依
存
度
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
べ
き
だ
と
す
る

持
論
を
述
べ
た
上
で
、
「
私
の

考
え
に
合
う
も
の
だ
」
と
評

価
。
「
廃
炉
作
業
中
の
安
全
対

策
に
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
」

と
求
め
た
。
池
辺
社
長
は
「
徹

底
し
て
取
り
組
む
」
と
応
じ

た
。

　

玄
海
２
号
機
は
、
１
９
８
１

年
３
月
に
運
転
を
開
始
。
東
日

本
大
震
災
直
前
の
２
０
１
１
年

１
月
に
定
期
点
検
に
入
り
、
現

在
ま
で
運
転
を
停
止
し
て
い

る
。
九
電
は
原
則
40
年
の
運
転

期
限
を
控
え
、
再
稼
働
に
つ
い

て
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

九
電
管
内
で
は
原
発
６
基
の

う
ち
、
川
内
１
、
２
号
機
（
鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
、
玄
海

３
、
４
号
機
の
計
４
基
が
再
稼

働
し
て
い
る
。
玄
海
１
号
機
は

15
年
に
廃
炉
が
決
ま
り
、
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

総
務
省
の
有
識
者
会
議
は
13

日
、
米
グ
ー
グ
ル
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
と
呼
ば

れ
る
世
界
的
な
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業

に
対
し
、
国
内
企
業
と
同
様

に
、
電
子
メ
ー
ル
の
内
容
な
ど

を
閲
覧
す
る
こ
と
を
禁
じ
た

「
通
信
の
秘
密
」
規
制
の
適
用

を
柱
と
す
る
中
間
報
告
案
を
ま

と
め
た
。
年
末
ま
で
に
最
終
報

告
を
と
り
ま
と
め
、
電
気
通
信

事
業
法
の
見
直
し
な
ど
必
要
な

ル
ー
ル
改
正
を
検
討
す
る
。

　

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
検
索
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。
電
気
通
信
事
業
法
で
定

め
た
通
信
の
秘
密
の
規
制
を
受

け
て
お
ら
ず
、
購
入
履
歴
な
ど

膨
大
な
利
用
者
情
報
を
吸
収
。

こ
れ
ら
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

で
解
析
し
、
商
品
開
発
や
販
売

戦
略
に
役
立
て
る
こ
と
で
、
多

大
な
利
益
を
得
て
お
り
、
規
制

の
厳
格
な
適
用
を
受
け
て
い
る

国
内
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
「
不
公
平

だ
」
と
反
発
が
強
ま
っ
て
い

た
。

　

中
間
報
告
案
で
は
、
海
外
の

法
人
に
対
し
て
も
適
用
に
強
制

力
を
持
た
せ
る
た
め
、
日
本
に

企
業
側
代
理
人
の
設
置
を
求
め

る
こ
と
を
検
討
し
た
。

　

代
理
人
設
置
に
と
ど
ま
ら
ず

国
内
Ｉ
Ｔ
を
含
む
業
界
全
体
で

規
制
を
順
守
す
る
枠
組
み
を
促

す
必
要
性
に
も
言
及
し
た
が
、

今
後
の
議
論
で
規
制
の
実
効
性

を
ど
こ
ま
で
確
保
で
き
る
か
が

課
題
と
な
る
。

九州電力玄海原子力発電所（奥）。左から４号機、３号機、２号機、１号機＝佐賀県玄海
町

　

５
府
県
で
家
畜
伝
染
病
「
豚

コ
レ
ラ
」
が
発
生
し
て
い
る
問

題
で
、
愛
知
県
田
原
市
の
養
豚

場
で
13
日
、
新
た
に
９
例
目
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
同
県
内

で
は
３
カ
所
目
の
施
設
と
な

る
。
家
畜
と
し
て
は
岐
阜
県
内

だ
け
だ
っ
た
豚
コ
レ
ラ
が
愛
知

県
で
も
発
生
し
た
経
路
は
ま
だ

解
明
で
き
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な

る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

田
原
市
の
養
豚
場
は
、
６
日

に
豚
コ
レ
ラ
が
確
認
さ
れ
た
同

市
内
の
別
の
養
豚
場
か
ら
５
キ

ロ
離
れ
て
い
る
。
同
じ
食
肉
処

理
施
設
を
利
用
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
監
視
下
に
置
か
れ
て
い

た
。

　

愛
知
県
は
、
13
日
に
新
た
な

感
染
が
見
つ
か
っ
た
養
豚
場
で

飼
育
し
て
い
る
１
０
０
０
頭
余

り
の
殺
処
分
に
着
手
し
た
。

　

昨
年
秋
以
来
確
認
さ
れ
た
１

〜
７
例
目
の
豚
コ
レ
ラ
は
、
す

べ
て
岐
阜
県
南
部
に
集
中
。
周

辺
で
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
感
染
例

が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
イ
ノ
シ
シ
が
ウ
イ
ル
ス
を

媒
介
し
た
と
の
見
方
が
有
力

だ
。　

　

一
方
、
５
府
県
に
広
が
っ
た

８
例
目
グ
ル
ー
プ
の
感
染
元
で

あ
る
愛
知
県
豊
田
市
の
養
豚
場

の
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
１

愛
知
で
豚
コ
レ
ラ
さ
ら
に
拡
大

県
内
３
カ
所
目
、感
染
経
路
不
明

〜
６
例
目
と
同
じ
だ
っ
た
も
の

の
、
30
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る

上
、
周
辺
に
イ
ノ
シ
シ
も
い
な

い
。

　

こ
の
養
豚
場
か
ら
子
豚
を
仕

入
れ
て
い
た
系
列
養
豚
場
と
、

岐
阜
県
の
７
例
目
施
設
に
同
じ

飼
料
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り

し
て
お
り
有
力
な
感
染
ル
ー
ト

と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ

ど
ウ
イ
ル
ス
が
別
型
と
判
明

し
、
そ
の
可
能
性
も
消
え
か
け

て
い
る
。

　

13
日
の
ケ
ー
ス
も
、
食
肉
処

理
場
以
外
の
手
掛
か
り
は
ま
だ

な
い
。
農
林
水
産
省
は
疫
学
調

査
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
感
染
経

路
を
調
べ
て
い
る
が
、
周
辺
養

豚
場
す
べ
て
が
衛
生
管
理
を
徹

底
し
な
い
限
り
、
次
の
「
飛
び

火
」
を
生
み
か
ね
な
い
。

　

東
芝
は
13
日
、
２
０
１
８
年

４
〜
12
月
期
の
連
結
決
算
を
発

表
し
た
。
売
上
高
は
前
年
同
期

比
５
・
５
％
減
の
２
兆
６
４
７

１
億
円
、
本
業
の
も
う
け
を
示

す
営
業
利
益
は
85
・
２
％
減
の

82
億
円
と
大
幅
な
減
益
。
子
会

社
だ
っ
た
稼
ぎ
頭
の
「
東
芝
メ

モ
リ
」
の
売
却
益
計
上
で
、
純

利
益
は
約
38
倍
の
１
兆
２
１
６

エ
ネ
ル
ギ
ー
、半
導
体
不
振

東
芝
、営
業
益
８
割
減

４
～
12
月
期

億
円
に
膨
ら
ん
だ
が
、
「
稼
ぐ

力
」
の
回
復
が
喫
緊
の
課
題

だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で
、
国
内

顧
客
に
対
す
る
送
配
電
制
御
シ

ス
テ
ム
の
納
期
遅
れ
な
ど
に
よ

る
追
加
費
用
が
発
生
。
中
国
向

け
半
導
体
販
売
の
落
ち
込
み
も

影
響
し
た
。　

　

こ
の
結
果
、
19
年
３
月
期
の

通
期
業
績
予
想
に
つ
い
て
、
営

業
利
益
を
２
０
０
億
円
（
従
来

予
想
は
６
０
０
億
円
）
、
純
利

益
を
８
７
０
０
億
円
（
同
９
２

０
０
億
円
）
に
下
方
修
正
し

た
。

　

東
芝
は
19
年
度
か
ら
５
年
間

の
中
期
経
営
計
画
で
、
営
業
利

益
を
４
千
億
円
規
模
に
引
き
上

げ
る
方
針
。
平
田
政
善
専
務
は

決
算
記
者
会
見
で
、
大
幅
減
益

は
「
一
過
性
の
要
因
」
と
強
調

し
た
が
、
収
益
は
安
定
し
て
い

な
い
。

　

北
方
領
土
問
題
を
含
む
日
ロ

平
和
条
約
交
渉
を
め
ぐ
り
、
６

月
の
日
ロ
首
脳
会
談
で
の
大
筋

合
意
が
絶
望
的
な
情
勢
と
な

り
、
安
倍
晋
三
首
相
は
交
渉
戦

略
の
練
り
直
し
に
入
っ
た
。
ロ

シ
ア
国
内
で
北
方
領
土
返
還
に

反
対
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
が
慎
重
に
交
渉

を
進
め
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た

た
め
だ
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
は
６
月
28
、
29

両
日
に
大
阪
で
開
か
れ
る
20
カ

国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
首
脳
会
議

に
合
わ
せ
て
来
日
す
る
予
定
。

首
相
は
、
早
け
れ
ば
プ
ー
チ
ン

氏
来
日
時
の
首
脳
会
談
で
大
筋

合
意
を
宣
言
す
る
青
写
真
を
描

い
て
い
た
。
し
か
し
、
先
月
22

日
に
モ
ス
ク
ワ
で
行
っ
た
首
脳

会
談
で
は
、
６
月
の
会
談
日
程

の
確
定
す
ら
で
き
ず
、
目
立
っ

た
進
展
は
な
か
っ
た
。

　

政
府
関
係
者
に
よ
る
と
、
会

談
後
、
首
相
は
周
辺
に
「
私
は

６
月
と
は
言
っ
て
い
な
い
」
と

６
月
大
筋
合
意
に
こ
だ
わ
ら
な

い
考
え
を
伝
達
。
別
の
関
係
者

に
よ
れ
ば
、
首
相
周
辺
は
与
党

関
係
者
に
「
６
月
は
も
う
無
理

だ
」
と
伝
え
た
。
政
府
高
官
は

「
長
年
動
か
な
か
っ
た
交
渉
を

数
カ
月
で
ま
と
め
る
の
は
土
台

無
理
だ
」
と
語
っ
た
。

　

首
脳
会
談
の
詳
細
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ロ
シ
ア
の
各
種
世
論
調
査
で

は
、
北
方
領
土
の
引
き
渡
し
反

対
が
７
割
を
超
え
、
プ
ー
チ
ン

氏
は
会
談
後
の
共
同
記
者
発
表

で
「
今
後
、
辛
抱
強
さ
を
要
す

る
作
業
が
待
っ
て
い
る
。
（
合

意
は
）
両
国
の
世
論
の
支
持
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語

る
な
ど
、
交
渉
の
長
期
化
を
強

く
示
唆
し
た
。

安
倍
首
相
、戦
略
練
り
直
し

６
月
大
筋
合
意
は
絶
望
的

北
方
領
土
交
渉

「
通
信
の
秘
密
」

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
適
用

総
務
省
会
議
が
中
間
報
告
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マ
リ
ナ
ー
ズ
菊
池
が
始
動

米
大
リ
ー
グ  

初
日
は
軽
め
の
練
習

　
【
ピ
オ
リ
ア
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
米
大
リ
ー
グ
、
マ

リ
ナ
ー
ズ
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
は

12
日
、
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
ピ
オ
リ

ア
で
バ
ッ
テ
リ
ー
組
が
キ
ャ
ン

プ
イ
ン
し
、
オ
フ
に
プ
ロ
野
球

の
西
武
か
ら
マ
リ
ナ
ー
ズ
へ
移

籍
し
た
菊
池
が
始
動
し
た
。
菊

池
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
守
備

練
習
な
ど
軽
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を

消
化
し
た
。
13
日
に
は
、
ブ
ル

ペ
ン
で
投
球
練
習
を
行
う
予

定
。

　
大
谷
が
所
属
す
る
エ
ン
ゼ
ル

ス
や
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
が
い
る

カ
ブ
ス
、
前
田
の
ド
ジ
ャ
ー

ス
、
平
野
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ

ッ
ク
ス
は
13
日
に
バ
ッ
テ
リ
ー

大
リ
ー
グ

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
し
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
す
る
菊
池
雄
星
投
手
＝
12
日
、
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
ピ
オ
リ
ア

組
が
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
す
る
。

菊
池
の
向
上
心
を
評
価

　
【
ピ
オ
リ
ア
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
菊
池
雄
星
投
手

（
27
）
が
12
日
、
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
ピ
オ
リ
ア
で
春
季
キ
ャ
ン
プ

に
入
っ
た
。
マ
リ
ナ
ー
ズ
は
オ

フ
に
エ
ー
ス
左
腕
だ
っ
た
パ
ク

ス
ト
ン
を
放
出
し
、
先
発
の
絶

対
的
な
柱
が
い
な
い
状
況
。
菊

池
は
、
開
幕
投
手
候
補
の
ゴ
ン

ザ
レ
ス
に
次
ぐ
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
チ
ー
ム
再
建
に
向
け
、
若
返

り
が
急
務
。
キ
ャ
ン
プ
初
日
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
サ
ー
ビ
ス
監

督
は
選
手
た
ち
に
奮
起
を
促
し

た
。

　
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
角
と

し
て
期
待
さ
れ
る
菊
池
も
「
と

に
か
く
競
争
だ
、
と
監
督
も
言

っ
て
い
た
。
ア
ピ
ー
ル
し
て
開

幕
の
椅
子
を
つ
か
み
に
い
か
な

い
と
い
け
な
い
」
。
最
大
７
年

平
井
氏「
競
技
よ
り
も
回
復
を
」

水
連  

池
江
選
手
の
現
状
報
告

　
日
本
水
泳
連
盟
は
13
日
、
東

京
都
内
で
強
化
方
針
を
決
め
る

競
泳
委
員
会
を
開
き
、
池
江
璃

花
子
選
手
（
18
）
＝
ル
ネ
サ
ン

ス
＝
が
白
血
病
を
公
表
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
日
本
代
表

を
率
い
る
平
井
伯
昌
委
員
長
は

会
議
後
、
「
競
技
へ
の
復
帰
以

前
に
、
一
日
も
早
い
回
復
を
祈

っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
リ

レ
ー
種
目
出
場
枠
が
懸
か
る
７

月
の
世
界
選
手
権
（
韓
国
）
に

は
、
エ
ー
ス
の
池
江
選
手
不
在

で
臨
む
こ
と
に
な
る
。
厳
し
い

状
況
に
つ
い
て
平
井
氏
は
「
選

ば
れ
た
選
手
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
し
か
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
池
江
選
手
が
復
帰
す
る
前
提

で
東
京
五
輪
代
表
選
考
法
を
見

直
す
可
能
性
に
つ
い
て
、
平
井

氏
は
「
答
え
ら
れ
る
段
階
で
は

な
い
」
と
し
た
。
　

　
ま
た
、
池
江
選
手
を
昨
春
ま

で
指
導
し
た
村
上
二
美
也
コ
ー

チ
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
が
「
何
で

池
江
が
、
と
率
直
に
思
っ
た
。

強
い
精
神
力
で
病
気
と
闘
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
回
復
を
願
っ

て
話
し
た
。

　
同
日
に
開
か
れ
た
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

の
選
手
強
化
本
部
常
任
委
員
会

で
も
、
池
江
選
手
の
現
状
が
報

告
さ
れ
た
。
山
下
泰
裕
強
化
本

部
長
は
「
と
に
か
く
回
復
を
祈

る
し
か
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
池
江
璃
花
子
選
手
が
白
血
病

と
診
断
さ
れ
た
と
公
表
し
た
こ

と
を
受
け
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

競
泳

（
東
京
）
に
「
ド
ナ
ー
登
録
を

し
た
い
」
な
ど
と
問
い
合
わ
せ

が
急
増
し
て
い
る
。
同
バ
ン
ク

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
ま
だ
ま
だ

ド
ナ
ー
は
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
」
と
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
よ
る

と
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
か
ら
の
資
料
請
求
は
平
均

15
・
６
件
だ
が
、
池
江
選
手
が

白
血
病
を
告
白
し
た
12
日
は
50

倍
近
い
２
７
０
件
に
上
っ
た
。

Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
殺
到
し

て
閲
覧
し
に
く
い
状
態
と
な

り
、
担
当
者
は
「
急
き
ょ
、
容

量
を
拡
大
し
て
対
応
し
た
」
と

話
す
。

　
白
血
病
は
、
抗
が
ん
剤
に
よ

る
化
学
療
法
が
中
心
だ
が
、
骨

髄
な
ど
の
造
血
幹
細
胞
移
植
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。

　
骨
髄
の
提
供
を
希
望
す
る
ド

ナ
ー
は
、
献
血
ル
ー
ム
な
ど
で

申
込
書
に
記
入
し
、
２
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
の
採
血
を
す
れ
ば
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
登
録
で
き
る
。

　
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
は
、
骨

髄
の
提
供
を
待
つ
患
者
が
約
３

０
０
０
人
登
録
さ
れ
て
い
る
。

担
当
者
は
「
適
合
す
る
ド
ナ
ー

が
見
つ
か
り
、
移
植
ま
で
至
る

患
者
は
全
体
の
６
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の

人
に
協
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
白
血
病
は
、
が
ん
化
し
た
血

液
細
胞
が
増
殖
す
る
血
液
の
が

ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

る
。
抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療

法
が
中
心
だ
が
、
骨
髄
な
ど
の

造
血
幹
細
胞
移
植
が
必
要
と
判

断
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
白
血

病
の
生
存
率
は
か
つ
て
は
低
か

っ
た
が
、
近
年
は
向
上
し
て
お

り
、
専
門
家
は
「
仮
に
移
植
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
治
癒
す
れ

ば
選
手
復
帰
は
可
能
だ
」
と
話

す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

２
０
１
６
年
に
白
血
病
と
診
断

さ
れ
た
患
者
は
国
内
で
約
１
万

３
７
０
０
人
。
う
ち
10
代
は
約

３
０
０
人
だ
っ
た
。

　
大
き
な
分
類
で
は
、
が
ん
化

し
た
細
胞
の
増
殖
が
急
速
な

「
急
性
」
と
、
ゆ
っ
く
り
の

「
慢
性
」
が
あ
る
。
ま
た
、
が

ん
化
し
た
細
胞
の
タ
イ
プ
か
ら

「
骨
髄
性
」
と
「
リ
ン
パ
性
」

に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
は
検
査

な
ど
で
ど
の
種
類
か
確
定
さ

せ
、
治
療
法
を
検
討
す
る
。

　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
の
宮
腰
重
三
郎
・
血
液
内

科
部
長
に
よ
る
と
、
例
え
ば
慢

性
骨
髄
性
白
血
病
な
ど
は
、
化

学
療
法
の
み
で
の
治
癒
が
見
込

め
、
移
植
が
必
要
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
。

　
移
植
が
必
要
な
場
合
で
も
選

手
と
し
て
復
帰
で
き
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
治
療
に
よ
る
体
力

の
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、
移
植

後
に
は
肺
障
害
な
ど
合
併
症
の

恐
れ
も
あ
る
。

　
宮
腰
氏
は
「
い
か
に
体
力
を

維
持
し
、
肺
障
害
を
少
な
く
す

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
」
と

指
摘
す
る
。

　
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
患
者
・

家
族
の
会
「
い
ず
み
の
会
」
代

表
の
田
村
英
人
さ
ん
は
、
「
今

は
医
療
が
発
展
し
た
。
ぜ
ひ
復

帰
し
て
、
白
血
病
に
か
か
っ
て

も
頑
張
れ
る
と
い
う
姿
を
見
せ

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

錦
織
、逆
転
で
２
回
戦
へ

Ａ
Ｂ
Ｎ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド

　
【
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン

ダ
）
時
事
】
男
子
テ
ニ
ス
の
Ａ

Ｂ
Ｎ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
は

12
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
で
行
わ
れ
、
シ
ン
グ
ル
ス

１
回
戦
で
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
７

位
で
第
１
シ
ー
ド
の
錦
織
圭

（
日
清
食
品
）
が
同
36
位
の
ピ

エ
ー
ル
ユ
ー
グ
・
エ
ル
ベ
ー
ル

（
フ
ラ
ン
ス
）
に
３
―
６
、
６

―
１
、
６
―
４
で
逆
転
勝
ち
し

た
。

テ
ニ
ス

　
２
回
戦
で
は
エ
ル
ネ
ス
ツ
・

ガ
ル
ビ
ス
（
ラ
ト
ビ
ア
）
と
対

戦
す
る
。

　
錦
織
は
１
月
の
全
豪
オ
ー
プ

ン
準
々
決
勝
で
負
傷
の
た
め
途

中
棄
権
し
て
以
来
の
実
戦
。
序

盤
は
ミ
ス
が
多
く
相
手
に
先
手

を
取
ら
れ
た
が
、
尻
上
が
り
に

調
子
を
上
げ
て
巻
き
返
し
た
。

の
大
型
契
約
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
キ
ャ
ン
プ
か
ら
万
全
の

態
勢
で
臨
む
覚
悟
だ
。

　
サ
ー
ビ
ス
監
督
は
菊
池
に
つ

い
て
、
「
こ
れ
ま
で
の
多
く
の

日
本
人
投
手
の
よ
う
に
、
ル
ー

テ
ィ
ン
を
重
視
し
て
い
る
し
、

Ｐ
Ｓ
Ｇ
、マ
ン
Ｕ
に
先
勝

　
　

欧
州
Ｃ
Ｌ　

ロ
ー
マ
は
ポ
ル
ト
に

さ
ら
に
向
上
し
た
い
と
い
う
意

識
を
感
じ
た
」
と
言
う
。
勤
勉

で
準
備
を
怠
ら
な
い
の
も
持
ち

味
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
を
高
く

評
価
す
る
。

　
菊
池
自
身
も
「
（
キ
ャ
ン
プ

の
）
約
１
カ
月
の
中
で
、
し
っ

か
り
と
結
果
も
出
し
な
が
ら
、

環
境
に
も
慣
れ
な
が
ら
、
と
い

う
の
を
求
め
ら
れ
る
。
責
任
を

持
っ
て
と
い
う
の
は
強
く
感
じ

る
」
。
並
々
な
ら
ぬ
決
意
で
、

憧
れ
続
け
た
メ
ジ
ャ
ー
の
舞
台

へ
と
挑
む
。

　
【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
英

国
）
時
事
】
サ
ッ
カ
ー
の
欧
州

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
（
Ｃ

Ｌ
）
は
12
日
、
英
国
の
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
な
ど
で
16
強
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
始
ま
っ

て
１
回
戦
第
１
戦
の
２
試
合
が

行
わ
れ
た
。

　
パ
リ
・
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン

サ
ッ
カ
ー

　
攻
撃
の
核
の
ネ
イ
マ
ー
ル
と

カ
バ
ニ
を
け
が
で
欠
い
た
パ

リ
・
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
。
立
ち

上
が
り
こ
そ
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
積
極
的

な
プ
レ
ス
に
押
さ
れ
た
も
の

の
、
「
平
静
さ
と
落
ち
着
き
を

保
て
て
い
た
」
と
ト
ゥ
ヘ
ル
監

督
。
そ
の
言
葉
通
り
、
徐
々
に

中
盤
を
支
配
し
て
流
れ
を
呼
び

込
ん
だ
。

　
前
半
28
分
に
ベ
ラ
ッ
テ
ィ
か

ら
の
パ
ス
を
ド
ラ
ク
ス
ラ
ー
が

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
ス
ル
ー
パ
ス
。

走
り
込
ん
だ
エ
ム
バ
ペ
の
シ
ュ

ー
ト
は
、
素
早
く
反
応
し
た
Ｇ

Ｋ
デ
ヘ
ア
に
阻
ま
れ
た
が
、
速

攻
が
さ
ら
に
さ
え
て
一
方
的
な

展
開
に
な
っ
て
い
く
。

　
後
半
８
分
に
Ｃ
Ｋ
か
ら
先
制

し
、
迎
え
た
同
15
分
。
自
陣
で

ボ
ー
ル
を
奪
う
と
、
素
早
い
カ

ウ
ン
タ
ー
か
ら
左
サ
イ
ド
を
駆

け
上
が
っ
た
デ
ィ
マ
リ
ア
が
低

い
軌
道
の
ク
ロ
ス
。
快
足
を
飛

ば
し
て
中
央
へ
走
っ
た
エ
ム
バ

ペ
が
、
右
足
で
ゴ
ー
ル
に
流
し

込
ん
だ
。

　
敵
地
で
２
点
を
奪
い
、
視
界

良
好
。
だ
が
、
過
去
２
シ
ー
ズ

ン
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回

戦
で
苦
杯
を
な
め
て
い
る
。
指

揮
官
は
「
ま
だ
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
。
残
り
90
分
が
残
っ
て
い

る
」
。

　
３
季
ぶ
り
の
８
強
へ
、
気
持

ち
を
引
き
締
め
た
。

  

（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
時
事
）

（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
、
フ
ラ
ン
ス
）
は
敵

地
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）

を
２
―
０
で
下
し
た
。
後
半
に

キ
ン
ペ
ン
ベ
と
エ
ム
バ
ペ
が
得

点
し
た
。

　
ロ
ー
マ
（
イ
タ
リ
ア
）
は
ホ

ー
ム
で
ポ
ル
ト
（
ポ
ル
ト
ガ

ル
）
に
２
―
１
で
先
勝
。
19
歳

の
ザ
ニ
オ
ロ
が
２
得
点
を
挙
げ

た
。

　
第
２
戦
は
３
月
６
日
に
行
わ

れ
る
。

さ
え
た
速
攻
、敵
地
で
快
勝

　
サ
ッ
カ
ー
の
ド
イ
ツ
１
部
リ

ー
グ
、
ブ
レ
ー
メ
ン
は
12
日
、

所
属
す
る
日
本
代
表
Ｆ
Ｗ
大
迫

勇
也
を
日
本
が
招
待
国
と
し
て

出
場
す
る
南
米
選
手
権
（
６
月

開
幕
、
ブ
ラ
ジ
ル
）
に
参
加
さ

せ
な
い
意
向
を
公
式
サ
イ
ト
で

表
明
し
た
。

　
日
本
協
会
に
も
、
ブ
レ
ー
メ

ン
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
と
い

う
。

　
大
迫
は
先
の
ア
ジ
ア
・
カ
ッ

プ
で
右
臀
部
（
で
ん
ぶ
）
痛
を

抱
え
な
が
ら
、
４
得
点
の
活
躍

を
見
せ
た
が
、
チ
ー
ム
に
戻
っ

て
か
ら
回
復
が
思
わ
し
く
な
く

欠
場
が
続
い
て
い
る
。
た
だ

し
、
ク
ラ
ブ
側
は
今
回
の
招
集

拒
否
と
の
関
連
を
否
定
し
て
い

る
。
　              

大
迫
、南
米
選
手
権
欠
場
か

ブ
レ
ー
メ
ン
が
拒
否
方
針

シングルス１回戦、錦織圭のフォアハ
ンドショット＝12日、オランダ・ロッ
テルダ

骨
髄
バ
ン
ク
に

問
い
合
わ
せ
急
増

白
血
病
公
表
に
反
響

治
癒
す
れ
ば

選
手
復
帰
も

移
植
要
否
な
ど
検
査



　
栃
木
県
人
会
は
２
日
、
中
央

ジ
ャ
カ
ル
タ
区
ス
ナ
ヤ
ン
で
、

新
年
会
と
、
２
月
で
帰
任
す
る

遠
藤
さ
ん
と
渡
邊
さ
ん
の
壮
行

会
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

　
23
人
が
参
加
し
地
元
の
話
で

盛
り
上
が
り
、
帰
任
す
る
２
人

に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
が
進

呈
さ
れ
た
。
遠
藤
さ
ん
の
ゴ
ル

フ
部
長
職
や
、
渡
邊
さ
ん
の
水

玉
魂
は
後
任
に
し
っ
か
り
引
き

継
が
れ
た
。

　
「
栃
木
県
人
会
は
定
期
的
に

懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
」

　
問
い
合
わ
せ
は
幹
事
の

加
藤
さ
ん
（
携
帯
０
８
１

１
・
０
４
７
・
８
８
３
、

メ
ー
ルn

a
oy
a
_
k
ato

@
arthaasiafinance.co.id

）
ま

で
。

　
「
当
会
は
、
昭
和
38
年
４
月

〜
同
39
年
３
月
生
ま
れ
の
男
性

た
ち
に
よ
る
、
出
身
地
、
学

歴
、
会
社
、
業
種
、
役
職
な
ど

を
一
切
問
わ
な
い
気
さ
く
な
仲

間
の
集
り
で
す
。
新
規
会
員
募

集
し
て
い
ま
す
」

　
問
い
合
わ
せ
は
同
会
（
メ

ー
ルcikarang38 s@

gm
ail.

com

）
ま
で
。
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情報求む

　
た
ま
た
ま
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
知
り
合
っ
た
昭
和
38
年
４
月

〜
同
39
年
３
月
生
ま
れ
の
人
の

集
ま
り
「
チ
カ
ラ
ン
38
ズ
」
は

１
月
31
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ

シ
県
デ
ル
タ
マ
ス
の
日
本
料
理

店
「
ほ
っ
と
け
や
」
で
、
第
５

回
目
と
な
る
懇
親
会
を
開
い
た

＝
写
真
。

　
初
参
加
３
人
を
迎
え
て
14
人

が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
に
花

を
咲
か
せ
た
。

◇
チ
カ
ラ
ン
38
ズ
◇

◇
栃
木
県
人
会
◇

日
本
料
理
囲
み
な
が
ら
懇
親

同
世
代
の
気
さ
く
な
仲
間
た
ち
と

催し

▼東京外国語大学
　東京外国語大学は1 7日
（日）午後１時半～同４時、
南ジャカルタの国際交流基金
ジャカルタ日本文化センター
で、邦人向け公開講演会「現
代インドネシアのイスラーム
を知る２」を開く。
　当日の予定は、冒頭で国際
交流基金の塚本倫久所長と
東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所の床呂郁
哉教授があいさつ。午後１時
40分から、千葉大学名誉教授
の中村光男さんが「体験的イ
スラーム入門：ムスリムと共
生のための基礎知識」と題し
て講演し、同３時10分から、
「東南アジア・ムスリム青年
との対話　Talk with Muslims 
series（TAMU）」を紹介し

て、質疑応答をする。
　参加無料。使用言語は日本
語。定員は先着100人。要事前
申し込み。メールに代表者の
名前、所属（ある場合）、連
絡先、来場人数を明記する。
　申し込み、問い合わせは
畑尾さん（メールhatao_aa_
tufs@yahoo.co.jp）まで。
▼ジェトロ
　日本貿易振興機構（ジェ
トロ）ジャカルタ事務所など
は25日（月）午後３時～同５
時半、中央ジャカルタのホテ
ル・ムリアで、ジェトロ政治
経済セミナーを開く。
　テーマは「大統領選を迎え
るインドネシア～2019年の政
治と経営環境」。
　当日の予定は前半で鈴木
啓之事務所長が「在インドネ
シア日系企業の経営環境　ア
ジア・オセアニア日系企業実

態調査から」、後半はジェト
ロ・アジア経済研究所、地域
研究センター・東南アジアⅠ
研究グループ長代理の川村晃
一さん（インドネシア政治研
究、比較政治学）が「2019年
大統領選・総選挙の争点と見
通し」をテーマに話す。
　申し込み多数につき、定
員を250人まで拡大した。先
着順で受付。申し込みは20日
（水）まで。
　申し込みはウェブ（www.
jetro.go.jp/form5/pub/jkt/
jetroseminar）の専用フォーム
で。

懇親会

▼神山会
　京都産業大学同窓会の「神
山会」は16日（土）午後６時
半から、南ジャカルタ区ブロ
ックＭの日本料理店「鳥州

力」で、懇親会を開く。
　「インドネシア在住の京都
産業大学卒業生の皆さま、ご
参加をお待ちしています」 
　問い合わせは田村さん
（メールnirwana8787@gmail.
com）まで。
▼早稲田大学ジャカルタ稲門会
　早稲田大学ジャカルタ稲
門会は16日（土）午後５時か
ら、ジャカルタ特別州内で懇
親会である「米米会」を開
く。 
　「ご家族連れでも楽しめる
イベント盛りたくさん、皆さ
ま奮ってご参加ください。ま
た当会では、年数回の懇親
会、ゴルフコンペ、他大学と
のゴルフ対抗戦などのイベン
トを開催しております」
　問い合わせは戸崎さん（メ
ールjptozaki@gmail.com）ま
で。

　わたしは、ミニスポーツ大会で
つなひきと玉入れをしました。 
　わたしはつなひきのＢチームで
した。Ａチームは一どもまけなか
ったけど、Ｂチームは二くみに一
かいまけてしまいました。 

　玉入れの一かい目は三十こでか
ちました。そして二かい目も五十
一こでかちました。なので、合け
い八十一こになったので、二年五
くみはゆうしょうしました。とて
もうれしかったです。 
　つぎのうんどう会も、クラスの
みんなでがんばってゆうしょうし
たいです。 

ミニスポーツ大会 
小学部２年５組
砂田　優珠

　わたしは、夏休みにしんかい魚
水ぞくかんへ行きました。たくさ
んのしんかい魚のなかで、わたし
が一ばん心にのこったのは、シー
ラカンスです。「生きたかせき」
と呼ばれる、体の大きなシーラカ
ンスは、ぜつめつしたと考えられ
ていました。けれども、アフリカ
とインドネシアで見つかっていま
す。 

　二ばんめは、いろいろなしゅる
いのエビです。エビは、なぜ赤い
のでしょう。エビは、たべるもの
によって色がかわることがわかり
ました。 
　三ばんめは、ヒカリキンメダイ
です。ヒカリキンメダイは、目が
光るので、くらいところでは、ど
こにいるかすぐわかります。 
　しんかい魚すいぞくかんは、め
ずらしい魚がたくさんいて、とて
もたのしかったので、また行きた
いです。 

しんかい魚水ぞくかんへ行ったよ
小学部２年５組
村田　ゆか

　ぼくは、八月三日と四日にクラ
スの友達の家にとまりに行きまし
た。
　最初にマインクラフトをしまし
た。村さがしやどうくつたんけん
をしました。他にもベッドの上に
いる友達にまくらを当ててたおす
ゲームをしました。むずかしかっ
たけど楽しかったです。また、だ
れが一番上手にベッドにとびこめ

るかもきそい合いました。ぼく
は、一位と二位になりました。他
にもおにごっこやバドミントンを
しましたが三人しかいなかったの
で面白くありませんでした。
　ばんごはんはカレーでした。早
く食べ終わった人が面白い事をし
て、なかなか食べ終われませんで
した。
　友達の一人は、次の日の十一時
に日本に帰ってしまうので写真を
とりました。悲しかったけど楽し
かったです。

おとまり会
小学部４年５組
大杉　櫂琉

　私はＪフェス有志発表に向け、
バリダンスの練習を毎週二回の習
い事でがんばりました。みんなで
合わせておどるのがむずかしかっ
たり、一組三分間ずつのふりつけ
が色々変わったりするのでおぼえ
るのも大変でした。そしてオーデ
ィションの日の朝はきんちょうし
ました。昼休みに結果発表が始ま

った時は朝よりもっときんちょう
しました。結果発表が始まって色
んなチームが立っていきました。
最後の一チームとなった時には私
たちのチームのリーダーは立って
いませんでした。最後の組はちが
うチームでした。その時はとても
くやしかったです。でも、本番の
Ｊフェスで選ばれた人たちを見
て、なぜ私たちが選ばれなかった
かよく分かりました。来年はもっ
と上手になりたいです。

有志発表オーディション
小学部４年５組
近藤　悠加

　ぼくは夏休みに、福井県にある
「ちくちくぼんぼん」という学校
の宿に泊まりました。
　着いてからすぐ川遊びをして虫
や魚を色々見つけました。ぼくが
一番見つけたかったヘビトンボが
たくさんいました。最後にライフ
ジャケットを着けて流れる遊びも

しました。川の水はとても気持ち
よかったです。その後は温泉にも
入りました。夜ご飯はバーベキュ
ーをしました。お肉や野菜をいっ
ぱい食べました。夜、いとこのお
じさんと虫探しをして色々見つけ
ました。帰り道にはタヌキが突然
現れてびっくりしました。
　ジャカルタでは見えないたくさ
んの星が見えました。今度はキャ
ンプがしたいです。

いとことの夏休み
小学部５年４組
𠮷田海斗

遠藤さんと渡邊さんを送る
23人が参加

（2017年度）



　
ム
ス
リ
ム
男
性
の
同
性
愛
を

テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
を
投
稿
し

て
い
た
写
真
共
有
ア
プ
リ
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト

が
あ
る
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
上
で
話
題
に
な
り
、
通
信
情

報
省
が
事
業
者
側
に
要
請
し
、

13
日
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
地
元
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
「
Ａ
ｌ

ｐ
ａ
ｔ
ｕ
ｎ
ｉ
」
。
２
０
１
８

年
９
月
に
開
設
さ
れ
、
少
な
く

と
も
11
本
の
作
品
が
投
稿
さ

れ
、
閉
鎖
前
は
３
０
４
３
ア
カ

ウ
ン
ト
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

た
。
ア
カ
ウ
ン
ト
と
同
名
の
男

性
が
主
人
公
で
、
投
稿
に
は

「
ｇ
ａ
ｙ
ｍ
ｕ
ｓ
ｌ
ｉ
ｍ
」
な

ど
と
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
現
在
は
同
名
ア
カ

ウ
ン
ト
を
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト

し
な
い
。

　
同
省
は
、
ポ
ル
ノ
コ
ン
テ
ン

ツ
拡
散
に
当
た
る
と
し
て
、
情

報
・
電
子
商
取
引
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

法
違
反
と
判
断
し
、
閉
鎖
を
要

請
。

　
ル
デ
ィ
ア
ン
タ
ラ
通
信
情
報

相
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数

者
）
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
は
、
国
の
健
全
さ
や
宗

教
、
文
化
の
ル
ー
ル
と
相
反
す

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て

適
当
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

通
報
者
に
も
感
謝
を
伝
え
た
。

（
中
島
昭
浩
）

が
原
因
で
母
親
イ
ス
ミ
ヤ
テ

ィ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
パ
エ
ル
さ
ん

と
別
れ
た
。

　
当
時
両
親
は
マ
レ
ー
シ
ア
・

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
働
い
て

お
り
、
自
身
も
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
で
生
ま
れ
た
が
、
両
親
の

離
婚
を
機
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

住
み
始
め
た
。

　
物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、

実
の
母
親
に
会
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
父
親
か
ら
は
情
報

を
得
ら
れ
ず
、
Ｆ
Ｂ
を
使
っ
て

捜
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
母
親
に
会
い
た
い
と
切
望
す

る
内
容
や
、
自
身
が
２
歳
の
時

に
両
親
と
撮
影
し
た
写
真
な
ど

を
２
月
９
日
に
Ｆ
Ｂ
で
投
稿
し

た
。

　
ほ
ど
な
く
し
て
ネ
ッ
ト
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
母
親
を
知

る
人
物
と
つ
な
が
り
、
現
在
は

新
し
い
家
族
と
と
も
に
、
東
ジ

ャ
ワ
州
パ
ス
ル
ア
ン
に
住
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い

う
。

　
リ
サ
さ
ん
は
、
近
い
う
ち
に

母
親
に
会
う
た
め
、
パ
ス
ル
ア

ン
に
行
く
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。
　
　
　
　
（
上
村
夏
美
）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (113)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 ガッテン！  「“新原因”発

見！衝撃の肩・首のこり改
善SP」    

08:50 歴史秘話ヒストリア  「南
の島は戦場になった　トラ
ック空襲75年目の真実」    

09:35 うちなーであそぼ   
09:40 みちたん5min～大好き・

東北～   
09:48 視点･論点   
10:00 ニュース   
10:20 サラメシ  「シーズン8　

第30回」    
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (113)    
11:00 趣味どきっ！  （アンコー

ル）「私の好きな民藝（み
んげい）第2回」  

11:25 おもてなしの基礎英語   
11:35 旅するフランス語  黒木華

のフランス美食散歩　L19  
12:00 四国らしんばん  「よみが

えれ“みかんの谷”～豪雨か
ら半年の記録」    

12:25 Journeys in Japan  「日南
　あらたな息吹」    

13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 デザインあ　5分版   
13:20 極上！スイーツマジック  

「オトナのバレンタイン」  
13:49 ワールドウェザー   
13:50 ごごナマ  「おしゃべり日

和」  
14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 ニュース・気象情報   
14:55 うちなーであそぼ   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 コウケンテツの世界幸せゴ

ハン紀行   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 ネーミングバラエティー

　日本人のおなまえっ！  
「愛があふれる名前SP」  

18:15 所さん！大変ですよ  「ビ
ジネスマン殺到！？続々と
イケメンが生まれる場所」  

18:43 ミニ番組   
18:45 まいにちスクスク   
18:50 もういちど、日本   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋   
20:25 もふもふモフモフ  「吉田

鋼太郎と愛犬の爆笑散歩！
23歳ご長寿ネコの秘密！」  

20:45 世界はほしいモノにあふれ
てる  「バレンタインSP　
世界一周チョコの旅」  

21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2019   
22:35 世界へ発信！SNS英語術  

「＃ValentinesDay」  
23:00 ろんぶ～ん  ＃14「キス」  
23:30 ニッポンぶらり鉄道旅  

「“長州魂”を探して～JR
山陰本線、美祢線、山陽本
線」  

15日
00:00 あの日　わたしは～証言記

録　東日本大震災～   
00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 趣味の園芸  バラと暮らす

12か月　第11回「やりまし
ょう！休眠中だからできる
こと」  

01:10 きょうの健康  「こころの
病気　総力特集」双極性障
害  

01:25 きょうの料理  「栗原はる
みの楽しい定番ごはん」  

01:50 きょうの料理ビギナーズ   
01:55 まる得マガジン   
02:00 ごごナマ      
02:55 ミニ番組   
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   

　
着
物
と
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な
す̶

̶

。
そ
ん
な
楽
し
み
方
が
、
日
本
を
訪
れ
る

ム
ス
リ
ム
の
外
国
人
観
光
客
の
間
で
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
京
都
市
の
着
物
レ
ン
タ
ル
会
社
は
、

２
月
上
旬
か
ら
和
柄
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
レ
ン
タ
ル
を
開
始
。
数
日
後
に
問
い
合
わ
せ
が
入
り
、
３
月

に
予
約
も
入
っ
た
。
ヒ
ジ
ャ
ブ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
、
ム
ス
リ
ム
へ
の
市
場
拡
大
を
狙

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
許
は
る
み
）

着物に合う和柄ヒジャブ登場
京都、奈良  ムスリム観光客にレンタル

　
京
都
着
物
レ
ン
タ
ル
夢
館

（
京
都
市
）
は
、
和
柄
の
ヒ
ジ

ャ
ブ
を
約
20
種
類
と
り
そ
ろ
え

る
。
３
月
ご
ろ
に
は
約
50
種
類

に
増
や
す
計
画
だ
。
１
月
下
旬

に
和
柄
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
発
表
す
る

㊤自作の和柄ヒジャブを身に着けたシャナス・ダフニさん（左）とフランス人の
スタッフ㊦和柄ヒジャブは通常の四角形ではなく三角形。見栄えが良く、着けや
すい＝いずれも京都着物レンタル夢館提供

と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
拡
散
さ
れ
た
。

　
同
店
で
は
近
年
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
東
か

ら
の
ム
ス
リ
ム
の
客
が
増
加
。

「
ど
う
や
っ
て
着
物
と
ヒ
ジ
ャ

ブ
を
合
わ
せ
ま
す
か
」
「
和
柄

の
ヒ
ジ
ャ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
客
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

増
え
、
商
品
化
に
至
っ
た
。

　
製
作
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

ス
タ
ッ
フ
の
シ
ャ
ナ
ス
・
ダ
フ

ニ
さ
ん
（
25
）
を
中
心
に
行
っ

た
。

　
シ
ャ
ナ
ス
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
、
来
日
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

女
性
ら
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
と
、
「
帯
と
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
色

を
合
わ
せ
れ
ば
、
ば
っ
ち
り
」

「
柄
オ
ン
柄
に
な
る
の
で
、
ヒ

ジ
ャ
ブ
は
１
色
の
も
の
を
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
。

　
今
回
は
着
物
の
端
切
れ
や
中

古
の
着
物
を
使
い
、
試
作
を
重

ね
た
。
着
物
の
厚
い
生
地
と
の

相
性
を
考
え
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
形

を
通
常
の
四
角
形
か
ら
三
角
形

に
し
て
、
か
さ
ば
ら
な
い
よ
う

工
夫
し
た
。

　
シ
ャ
ナ
ス
さ
ん
は
「
最
近
で

は
、
和
柄
の
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
売
っ

て
い
る
お
店
が
あ
っ
て
、
購
入

し
て
い
る
お
客
さ
ん
も
見
る
」

と
話
す
。
奈
良
県
で
は
、
数
年

前
か
ら
和
柄
ヒ
ジ
ャ
ブ
の
レ
ン

タ
ル
・
販
売
を
し
て
い
る
店
も

あ
る
と
い
う
。

　
「
着
物
は
手
と
足
し
か
露
出

せ
ず
、
首
元
に
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
入

れ
れ
ば
、
首
も
隠
れ
て
、
襟
も

見
え
る
」
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
と

の
相
性
を
指
摘
す
る
シ
ャ
ナ
ス

さ
ん
。
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、
５
年
く
ら
い
前
か
ら
、
ヒ

ジ
ャ
ブ
と
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む

人
た
ち
が
増
え
て
き
た
。
（
着

物
に
限
ら
ず
）
コ
ス
プ
レ
と
ヒ

ジ
ャ
ブ
を
組
み
合
わ
せ
る
人
も

い
る
」

　
今
は
夏
に
向
け
て
、
浴
衣
の

ヒ
ジ
ャ
ブ
も
開
発
中
。
「
レ
ー

ス
を
つ
け
た
ヒ
ジ
ャ
ブ
も
考
え

て
い
ま
す
」
（
シ
ャ
ナ
さ
ん
）

と
ア
イ
デ
ア
を
明
か
し
た
。

　
日
本
政
府
観
光
局
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
訪

日
客
は
、
２
０
１
７
年
に
35
万

人
を
突
破
、
３
年
前
の
倍
以
上

に
増
加
。
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
も

同
年
約
44
万
人
が
訪
日
し
た
。

同
店
を
は
じ
め
、
着
物
レ
ン
タ

ル
店
で
は
、
礼
拝
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
や
、
ハ
ラ
ル
の
食
事
が
で

き
る
店
の
案
内
図
配
布
な
ど
の

ム
ス
リ
ム
対
応
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
。

　
日
本
で
２
０
１
８
年
に
公
開

さ
れ
た
日
イ
仏
合
作
映
画
「
海

を
駆
け
る
」
（
深
田
晃
司
監

督
、
１
０
７
分
）
の
国
内
上
映

が
14
日
、
映
画
館
チ
ェ
ー
ン

「
シ
ネ
マ
21
」
な
ど
で
始
ま

る
。

　
映
画
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
・
津
波
被
災

地
の
ア
チ
ェ
で

撮
影
さ
れ
た
。

昨
年
末
の
日
本

の
文
化
庁
と
国

際
交
流
基
金
に

「
海
を
駆
け
る
」上
映

シ
ネ
マ
21
な
ど  

き
ょ
う
か
ら

よ
る
日
本
映
画
週
間
、
日
本
映

画
祭
で
も
上
映
さ
れ
た
が
、
通

常
配
給
さ
れ
て
の
上
映
は
今
回

が
初
め
て
。

　
出
演
し
た
ア
デ
ィ
パ
テ
ィ
・

ド
ル
ケ
ン
さ
ん
は
「
つ
い
に
国

内
上
映
が
始
ま
る
。
こ
ん
な
ア

イ
デ
ア
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
滅

多
に
出
会
え
な
い
」
と
映
画
を

紹
介
。
「
映
画
内
に
も
愛
の
物

語
が
あ
る
の
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
も
お
ス
ス
メ
」
と
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
国
内
プ
レ
ミ
ア
で
待
望
の
鑑

賞
後
、
国
内
外
で
高
評
価
を
受

け
て
い
る
著
名
映
画
監
督
の
リ

リ
・
リ
ザ
氏
は
「
信
じ
が
た
い

よ
う
な
奇
跡
の
た
ぐ
い
を
扱
っ

た
作
品
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
謎

の
男
ラ
ウ
（
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ジ

オ
カ
）
の
身
元
を
、
現
地
で
災

害
復
興
活
動
を
す
る
貴
子
（
鶴

田
真
由
）
と
息
子
の
タ
カ
シ

（
太
賀
）
、
親
戚
の
サ
チ
コ

　
実
の
母
親
に
会
い
た
い

̶
̶

。
中
部
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
ゲ

ン
の
女
性
、
ノ
ル
・
リ
サ
・
フ

ィ
ト
リ
さ
ん
（
24
）
が
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
を
通
じ

て
、
２
歳
の
と
き
に
生
き
別
れ

と
な
っ
て
い
た
実
の
母
親
を
発

見
し
た
。
Ｆ
Ｂ
な
ど
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

と
、
リ
サ
さ
ん
は
両
親
の
離
婚

（
阿
部
純
子
）
が
捜
し
始
め

る
。
タ
カ
シ
の
友
人
ク
リ
ス

（
ア
デ
ィ
パ
テ
ィ
・
ド
ル
ケ

ン
）
と
そ
の
幼
な
じ
み
イ
ル
マ

（
ス
カ
ル
・
サ
リ
）
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
ラ
ウ
の
周
り
で
不

思
議
な
事
件
が
起
き
て
い
く
。

　
上
映
映
画
チ
ェ
ー
ン
は
シ
ネ

マ
21
の
ほ
か
Ｃ
Ｇ
Ｖ
シ
ネ
マ
ズ

と
シ
ネ
マ
ッ
ク
ス
。
シ
ネ
マ
21

は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
、
バ

ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ
ラ
ン
、
西
ジ

ャ
ワ
州
ブ
カ
シ
、
東
ジ
ャ
ワ
州

ス
ラ
バ
ヤ
、
北
ス
マ
ト
ラ
州
メ

ダ
ン
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
カ

ッ
サ
ル
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ

ナ
ド
の
７
地
域
の
計
10
館
で
上

映
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｇ
Ｖ
は
ジ
ャ
カ

ル
タ
と
バ
ン
ド
ン
、
シ
ネ
マ
ッ

ク
ス
は
タ
ン
ゲ
ラ
ン
と
バ
リ
、

メ
ダ
ン
。
　
　
（
中
島
昭
浩
）

通
信
情
報
省
要
請
で

ゲ
イ
漫
画
ア
カ
ウ
ン
ト
閉
鎖

イ
ン
ス
タ

舞
台
挨
拶
へ
向
か

う
デ
ィ
ー
ン
・
フ

ジ
オ
カ
（
左
）
と

ア
デ
ィ
パ
テ
ィ
・

ド
ル
ケ
ン
＝
18
年

12
月
、
中
島
写
す

上映館＝カニンガ・ピクチャーズ提供

Ｆ
Ｂ
で
実
母
を
発
見

20
年
ぶ
り
再
会
へ


